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【
要
約
】
　
本
稿
は
、
六
・
七
世
紀
の
百
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
錦
江
下
流
域
の
三
国
時
代
墓
制
の
変
遷
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
当
該
地
域
の
歴

史
的
変
遷
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
ず
、
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
土
器
と
百
済
無
官
の
埋
葬
主
体
の
編
年
案
を
提
示
し
、
そ
れ
を
も
と
に
三
期

に
わ
た
る
墓
制
の
変
遷
を
検
討
し
た
。
錦
江
－
期
に
は
、
竪
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
と
し
広
口
長
頸
輪
・
高
論
形
器
台
な
ど
を
副
葬
す
る
独
自
の
墓
制
が

存
在
し
て
い
た
が
、
錦
江
n
期
に
は
、
種
々
の
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
と
し
、
杯
・
三
足
杯
な
ど
を
副
葬
し
た
新
た
な
墓
制
が
出
現
し
、
竪
穴
系
の
石

室
の
よ
う
な
以
前
の
墓
制
の
要
素
は
断
片
的
に
残
る
の
み
と
な
る
。
そ
し
て
、
錦
江
納
期
に
な
る
と
、
王
陵
と
同
系
の
平
斜
天
井
石
室
が
普
及
す
る
。
こ

う
し
た
墓
捌
の
変
遷
は
、
全
羅
道
な
ど
の
他
地
域
で
も
う
か
が
わ
れ
、
そ
れ
は
、
独
自
の
墓
制
を
有
し
て
い
た
錦
江
下
流
域
の
地
域
共
同
体
が
、
玉
津
遷

都
を
契
機
と
し
て
移
動
し
て
き
た
百
済
中
央
勢
力
に
階
層
的
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
画
一
的
な
地
方
支
配
の
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
と
い
う
、

百
済
中
央
勢
力
の
地
方
支
配
の
あ
り
方
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
四
巻
一
号
　
｝
九
九
一
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
朝
鮮
半
島
の
西
南
部
に
あ
た
る
、
京
畿
道
・
忠
清
道
・
全
羅
道
の
い
わ
ゆ
る
百
済
地
域
に
お
け
る
三
国
時
代
の
考
古
学
的
調
査
・
研
究
は
、

慶
尚
道
の
新
羅
・
伽
耶
地
域
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
、
こ
れ
ま
で
決
し
て
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
○
年
代
に
本
格

化
し
た
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
夢
村
土
城
・
石
村
洞
古
墳
群
や
、
全
羅
南
道
栄
山
江
流
域
の
大
型
甕
棺
墓
の
調
査
の
進
展
は
、
当
該
地
域
の
考
古
学

的
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
と
と
も
に
、
多
く
の
問
題
点
を
提
出
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
、
栄
山
江
流
域
で
大
型
甕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

棺
墓
と
い
う
独
自
の
墓
制
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
百
済
地
域
を
、
百
済
領
域
と
同
一
視
し
て
研
究
を
進
め
る
立
場
は
、
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再
考
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
百
済
地
域
は
、
漢
江
・
錦
江
・
栄
山
江
な
ど
の
河
川
を
基
準
と
し
て
い
く
つ
か
の
地
理
的
に
区
分
で
き

る
小
地
域
の
設
定
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
小
地
域
ご
と
に
三
国
時
代
の
考
古
資
料
の
変
遷
を
検
討
し
、
そ
の
上
で
、
小
地
域
間
の
関
係
、

　
　
　
　
　
　
　
　
③

特
に
百
済
の
中
央
勢
力
と
の
関
係
を
検
討
し
て
い
く
視
点
が
、
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
対
象
と
す
る
錦
江
下
流
域
は
、
現
在
の
行
政
区
画
で
い
え
ぼ
忠
清
南
面
の
南
部
と
全
羅
北
道
の
北
部
の
一
部
に
あ
た
り
、
熊
津
（
公

州
）
・
酒
批
（
帯
金
）
と
い
う
百
済
の
中
・
後
期
の
王
都
が
存
在
し
た
、
六
・
七
世
紀
の
百
済
の
中
心
地
と
な
っ
た
地
域
で
あ
る
（
図
1
）
。
こ
の

地
域
の
古
墳
研
究
は
、
百
済
地
域
の
中
で
は
、
解
放
前
で
も
比
較
的
調
査
が
進
め
ら
れ
た
地
域
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
梅
原
末
治
氏
に
よ
り
ま

　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
め
ら
れ
て
い
る
。
解
放
後
は
、
安
承
周
氏
や
中
華
求
氏
に
よ
り
、
横
穴
式
石
室
の
構
造
を
中
心
と
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
安
氏
は

　
　
⑥
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
⑨

甕
棺
墓
・
土
塘
墓
・
竪
穴
側
石
華
魁
、
姜
民
は
火
葬
墓
の
検
討
を
行
な
っ
て
、
百
済
の
多
様
な
墓
制
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
特
に
華

氏
は
、
甕
棺
墓
・
土
壌
墓
・
竪
穴
離
石
榔
墓
の
被
葬
者
を
土
着
集
団
の
有
力
者
と
み
な
し
て
、
横
穴
式
石
室
の
被
葬
者
と
の
系
統
の
違
い
を
想

　
　
　
⑩

聾
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
一
方
、
サ
武
甲
氏
が
、
公
州
と
野
望
に
隣
接
す
る
論
山
郡
東
部
の
連
山
地
域
の
古
墳
出
土
土
器
を
検
討
し
て
、
杯

・
三
足
杯
・
短
野
壷
・
瓶
を
主
体
と
す
る
典
型
的
な
百
済
土
器
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
、
高
杯
形
器
台
・
卵
形
胴
体
の
壷
（
広
口
懸
字
壷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

・
把
手
重
鉢
を
主
体
と
す
る
土
器
群
の
存
在
を
指
摘
し
た
こ
と
は
、
錦
江
下
流
域
の
在
地
墓
制
と
そ
の
造
畢
集
団
を
考
え
る
上
で
重
要
な
研
究

で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
と
最
近
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
受
け
、
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
土
器
の
器
種
構
成
や
埋
葬
主
体
な
ど
に

よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
、
錦
江
下
流
域
の
三
国
時
代
の
墓
制
の
特
色
と
そ
の
変
遷
を
検
討
し
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
在
地
勢
力
と
百
済
中
央

勢
力
の
関
係
の
あ
り
方
に
着
目
し
つ
つ
、
こ
の
地
域
の
三
国
時
代
の
歴
史
的
変
遷
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
な
検
討
手
段
と

し
て
は
、
ま
ず
最
初
に
、
こ
の
地
域
の
古
墳
出
土
土
器
と
百
済
王
陵
の
埋
葬
主
体
の
編
年
案
を
提
示
し
、
墓
制
の
変
遷
を
検
討
し
て
い
く
上
で

必
要
な
時
間
軸
を
設
定
す
る
。
そ
の
上
で
、
時
期
ご
と
に
、
空
間
的
・
階
層
的
な
あ
り
方
に
注
意
し
つ
つ
、
錦
江
下
流
域
で
み
ら
れ
る
墓
制
の

あ
り
方
を
、
埋
葬
主
体
と
副
葬
土
器
の
様
相
を
中
心
と
し
て
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
各
時
期
の
錦
江
下
流
域
の
社
会
的
・
政
治
的
様

相
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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朝鮮半島錦江下流域の三国時代墓制（吉井）
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　　　　　　図1　錦江下流域の主要評判分布図（梨地は標高100m以上）
宋山里古項群　　　　2　熊津洞古墳群　　　　3　中壮里古墳　　　　　4　陵山里古墳群

亭岩黒古墳群　　　　6　豆谷里古墳群　　　　7　表井里古墳群1979年調査区
表井里古墳群1981年調査区　　　　　　　　　　9　表井里古墳群1985年調査区

新興里古墳群　　　　11六露里古墳群　　　　12熊浦里古墳群　　　13笠店里古墳群
三遍里窯赴　　　　　15益山双陵（大王墓，小三E篁）

　
な
お
、
議
論
を
進
め
る
便

宜
上
、
対
象
地
域
で
あ
る
錦

江
下
流
域
を
、
遺
跡
の
分
布

状
況
な
ど
に
よ
り
、
宋
山
里

　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

古
墳
群
・
熊
津
洞
古
墳
群
な

ど
の
あ
る
野
州
市
周
辺
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

州
地
域
、
陵
山
里
古
墳
群
を

は
じ
め
と
し
て
多
く
の
古
墳

が
知
ら
れ
る
扶
無
難
周
辺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

扶
余
地
域
、
表
井
里
古
墳
群

　
　
　
　
　
　
⑯

・
強
熱
里
古
墳
群
な
ど
が
あ

る
論
山
郡
東
半
の
連
山
地
域
、

　
　
　
　
　
⑰

熊
浦
里
古
墳
群
・
笠
懸
里
古

　
⑬
　
　
　
　
　
⑲

墳
群
や
益
山
双
陵
を
含
む
益

山
地
域
に
区
分
す
る
。
そ
し

て
、
検
討
資
料
と
し
て
は
、

主
に
こ
の
四
地
域
の
古
墳
を

対
象
と
し
、
必
要
に
応
じ
て

周
辺
地
域
の
出
土
資
料
も
使
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用
す
る
こ
と
と
す
る
。

①
本
稿
で
い
う
「
百
済
地
域
」
は
、
領
域
と
し
て
の
醤
済
の
鰹
囲
で
は
な
く
、
京

　
畿
道
・
忠
清
道
・
全
羅
道
を
あ
わ
せ
た
地
域
名
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

②
　
避
暑
俊
「
栄
山
江
流
域
潮
甕
棺
墓
研
究
」
（
『
百
済
文
化
』
第
｝
五
罪
、
一
九
八

　
三
年
。
翻
訳
と
し
て
は
武
士
純
一
訳
「
栄
山
江
流
域
の
塾
主
墓
研
究
」
（
『
古
文
化

　
談
叢
』
第
一
三
集
、
一
九
八
四
年
）
）
、
雨
渓
勲
「
栄
山
江
流
域
甕
棺
墓
噌
一
考

　
察
」
（
『
三
佛
金
元
龍
教
授
停
年
退
任
紀
念
論
叢
』
1
考
古
学
篇
、
一
九
八
七
年
）
、

　
雀
夢
龍
「
考
古
学
的
側
面
司
刈
エ
」
馬
韓
」
（
『
馬
韓
・
百
済
文
化
』
第
九
輯
、
　
一

　
九
八
六
年
）
な
ど
。

③
原
則
と
し
て
王
都
周
辺
に
本
拠
を
持
つ
、
王
・
王
族
を
中
心
と
し
た
、
百
済
の

　
政
権
の
中
核
に
位
置
す
る
勢
力
を
「
百
済
中
央
勢
力
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

④
梅
原
末
治
『
朝
鮮
古
代
の
墓
制
』
一
九
四
七
年
、
六
二
～
七
九
頁
。

⑤
　
安
承
周
「
百
済
古
墳
潮
研
究
一
公
州
地
方
含
中
心
。
［
エ
」
（
『
否
明
文
化
』
第

　
二
幅
、
一
九
六
八
年
、
翻
訳
と
し
て
は
西
谷
正
訳
「
公
州
地
方
の
百
済
古
墳
」
（
『
考

　
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
八
・
五
九
号
、
　
｝
九
七
｝
年
）
）
、
同
「
百
済
古
墳
釧
研

　
究
」
（
『
百
済
文
化
』
第
七
・
八
合
輯
、
　
一
九
七
五
年
）
、
平
海
周
・
全
栄
来
「
百

　
済
石
田
黒
潮
研
究
」
（
『
韓
国
考
古
学
報
』
一
〇
．
一
一
、
一
九
八
一
年
）
、
姜
仁

　
求
『
百
済
古
墳
研
究
』
一
九
七
七
年
、
翻
訳
と
し
て
は
岡
内
三
面
訳
『
百
済
古
墳

　
研
究
』
一
九
八
四
年
。

⑥
　
安
食
周
「
百
済
甕
棺
墓
朔
垂
奄
研
究
」
（
『
百
済
文
化
』
第
一
五
輯
、
一
九
八

　
三
年
）
。

⑦
　
安
承
周
「
百
済
土
壌
墓
潮
研
究
」
（
『
百
済
文
化
』
第
＝
ハ
輯
、
一
九
八
五
年
）
。

⑧
安
登
周
「
百
済
竪
穴
葛
石
榔
襲
爵
研
究
」
（
『
韓
国
考
古
学
報
』
ニ
ニ
、
｝
九
八

　
九
年
）
。

⑨
姜
仁
求
注
⑤
前
掲
文
献
。

⑩
安
承
周
注
⑧
前
掲
文
献
、
七
〇
頁
な
ど
。

⑪
　
歩
武
晒
「
連
山
地
方
百
済
土
器
潮
研
究
」
（
『
百
済
研
究
』
第
一
〇
輯
、
一
九
七

　
九
年
）
。

⑫
軽
部
慈
恩
「
隠
州
に
於
け
る
百
済
古
墳
」
（
一
）
～
（
八
）
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第

　
二
三
巻
第
七
号
～
第
二
六
巻
第
四
号
、
　
一
九
三
三
～
一
九
三
六
年
）
、
野
守
健
・

　
神
田
惣
蔵
『
忠
清
南
道
公
州
朱
山
里
古
墳
調
査
報
告
』
（
『
昭
和
二
年
度
古
蹟
調
査

　
報
告
』
第
二
冊
、
一
九
三
五
年
）
、
文
化
財
管
理
局
『
武
寧
王
陵
』
一
九
七
三
年
、

　
雰
根
一
「
公
年
無
山
里
古
墳
発
掘
調
査
苦
報
」
（
『
文
化
財
』
第
二
一
号
、
　
九
八

　
八
年
）
。

⑬
安
芸
周
『
公
州
熊
津
洞
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
欝
』
（
『
百
済
文
化
』
第
十
四
輯
、

　
一
九
八
一
年
）
、
李
南
爽
「
百
済
時
代
石
蚤
墓
潮
一
考
察
…
8
8
唱
公
州
熊
野
洞
調

　
査
古
墳
…
」
（
『
百
済
文
化
』
第
一
八
・
一
九
合
輯
、
一
九
八
九
年
）
。

⑭
稲
田
義
助
「
朝
鮮
鳥
山
に
於
け
る
百
済
の
墳
墓
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
四
巻
第

　
九
号
、
一
九
一
四
年
）
、
関
野
貞
「
百
済
の
遺
跡
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
六
巻
第

　
三
号
、
一
九
｝
五
年
）
、
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
第
三
冊
、
一
九
一
六

　
年
、
野
茂
健
・
小
翔
無
量
・
谷
井
済
一
「
京
畿
道
廣
州
・
聖
慮
・
忠
清
懸
道
天
安

　
・
公
州
・
雪
余
・
青
陽
・
戸
山
・
全
羅
北
道
益
山
及
全
羅
補
訂
温
州
十
郡
古
蹟
調

　
智
略
報
告
」
（
『
大
正
六
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
一
九
二
〇
年
）
、
梅
原
末
治
「
扶
余

　
陵
由
里
東
古
増
ハ
群
の
調
査
」
（
『
昭
和
十
二
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
一
九
二
〇
年
）
、

　
洪
思
俊
「
陵
山
里
新
古
墳
」
（
『
考
古
美
術
』
七
－
四
、
　
一
九
六
六
年
）
、
有
光
教

　
一
「
扶
余
陵
山
里
伝
百
済
王
陵
・
益
山
双
陵
」
（
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
第

　
四
、
｛
九
七
九
年
）
。

⑮
嘉
承
周
「
要
撃
蟻
溝
里
百
済
古
墳
斗
土
器
」
（
『
百
済
文
化
』
第
九
輯
、
一
九
七

　
六
な
や
）
、
　
歩
武
柄
注
⑭
晶
馴
掲
文
献
、
　
徐
聾
勲
…
・
由
－
W
兀
憂
コ
我
比
升
里
百
溶
刷
廃
古
墳
調

　
香
に
（
『
中
島
』
V
（
『
園
一
立
博
物
舘
駕
口
蹟
調
香
一
報
な
口
』
第
一
六
皿
川
）
、
一
九
八
四
隔
ヰ
）
、

　
安
承
周
・
李
南
爽
『
論
山
表
井
里
百
済
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
1
一
九
八
五
年
度
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発
掘
調
査
i
』
、
一
九
八
八
年
。

⑯
　
姜
仁
求
「
論
画
六
谷
里
斜
百
済
古
墳
斗
遺
物
」
（
『
考
古
美
術
』
一
二
一
・
一
二

　
二
、
　
一
九
七
四
【
盆
丁
）
、
　
安
「
薫
瑞
相
。
李
闇
闇
爽
『
弘
澗
山
血
石
凋
里
｝
臼
済
古
壌
発
掘
調
査
報

　
告
書
－
一
九
八
六
年
度
発
掘
調
査
1
』
、
一
九
八
八
年
。

⑰
金
三
罷
・
金
善
基
『
益
山
熊
浦
里
芭
済
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
　
一
九
八

　
八
年
。

⑱
文
化
財
研
究
所
『
益
山
笠
店
商
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
一
九
八
九
年
。

⑲
野
守
健
ほ
か
注
⑭
前
掲
文
献
、
有
光
教
一
注
⑭
前
掲
文
献
。

二
　
古
壇
副
葬
土
器
・
百
済
王
陵
の
埋
葬
主
体
の
編
年

　
錦
江
下
流
域
の
三
国
時
代
墓
制
の
変
遷
を
検
討
す
る
前
提
作
業
と
し
て
、
本
章
で
は
、
古
墳
の
主
要
な
出
土
遺
物
で
あ
る
土
器
と
、
埋
葬
主

体
の
中
で
比
較
的
変
遷
が
明
ら
か
で
、
他
の
古
墳
の
埋
葬
主
体
の
年
代
を
考
え
る
上
で
の
指
標
と
な
り
得
る
百
済
王
陵
の
埋
葬
主
体
の
編
年
案

を
提
示
す
る
。
本
稿
は
編
年
自
体
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
の
議
論
に
必
要
な
程
度
の
概
略
を
示
す
こ
と
と
し
、
詳
細
な
検
討
は
将
来
に

期
し
た
い
。

朝鮮半島錦江下流域の三国時代墓調（吉井）

　
1
　
古
墳
副
葬
土
器
の
編
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
③

　
錦
江
下
流
域
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
点
炭
土
器
の
編
年
は
、
藤
沢
一
夫
氏
の
研
究
を
は
じ
め
と
し
、
こ
れ
ま
で
、
安
置
周
・
罪
武
篇
・
全

　
④
　
　
　
　
　
　
　
⑤

栄
来
・
小
田
富
士
雄
氏
ら
に
よ
り
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
研
究
の
な
か
で
、
杯
・
三
足
杯
・
短
頸
壷
・
瓶
と
い
っ
た
典
型
的
な
百

済
土
器
の
変
遷
の
方
向
は
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
、
サ
武
甲
氏
は
、
連
山
地
域
の
古
墳
出
土
資
料
の
検
討
を
も
と
に
、

典
型
的
な
百
済
土
器
の
器
種
の
組
み
合
せ
（
表
井
里
土
器
群
）
に
先
行
す
る
土
器
群
と
し
て
、
広
口
長
頸
壷
・
高
議
形
器
台
・
把
手
青
煮
な
ど
か

ら
な
る
新
興
里
土
器
群
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
こ
の
想
定
は
、
そ
の
後
の
調
査
の
成
果
を
み
て
も
支
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
先
学

の
成
果
を
も
と
に
、
最
近
の
発
掘
資
料
を
加
え
て
、
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
土
器
の
変
遷
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
ま
ず
、
主
要
器
種
の
型
式
分
類
を
行
な
う
。
新
興
里
土
器
群
の
う
ち
で
は
、
広
口
長
頸
壷
と
高
杯
石
器
台
に
つ
い
て
、
型
式
学
的
な
変
化
を

想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
口
頸
部
が
胴
部
径
と
ほ
ぼ
同
じ
か
そ
れ
以
上
に
広
が
り
、
外
面
に
タ
タ
キ
を
残
さ
な
い
長
卵
形
の
胴
部
を
持
つ
広
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口
長
頸
壷
は
、
口
縁
部
端
の
形
態
と
頸
部
の
加
飾
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

至
類
”
口
縁
端
が
肥
厚
せ
ず
、
頸
部
に
加
冠
が
な
い
か
、
玉
石
を
一
条
程
度
巡
ら
す
（
図
2
－
1
．
2
）
。

1
類
”
口
縁
下
端
が
肥
厚
し
、
頸
部
は
加
飾
が
な
い
か
、
一
～
二
条
程
度
の
突
帯
を
巡
ら
す
（
図
3
1
1
）
。

皿
類
鱒
口
縁
下
端
が
肥
厚
し
、
頸
部
は
突
帯
が
多
条
化
し
た
り
、
両
罰
の
間
や
肩
部
に
単
線
波
状
文
・
複
線
波
状
文
・
竹
管
文
・
薦
骨
に
よ
る

　
　
　
羽
状
文
や
籠
目
状
の
文
様
が
施
さ
れ
る
（
図
4
1
5
）
。

　
高
杯
形
器
台
は
、
軒
高
二
〇
c
温
を
こ
え
、
杯
部
の
ロ
縁
が
外
反
し
て
終
わ
る
大
型
の
も
の
（
A
類
）
と
、
器
高
二
〇
㎝
以
下
で
杯
部
口
縁
が
外

反
し
な
い
小
型
の
も
の
（
B
類
）
に
大
別
で
き
る
。
さ
ら
に
、
A
類
は
、
杯
部
の
形
状
や
外
側
部
に
巡
ら
さ
れ
る
突
帯
の
本
数
に
よ
り
、
以
下
の

よ
う
に
分
類
す
る
。

1
類
…
杯
部
口
縁
は
外
折
し
て
水
平
に
近
く
大
き
く
広
が
り
、
外
側
部
に
一
条
の
突
帯
を
巡
ら
す
（
図
2
1
5
）
。

丑
類
…
杯
部
は
1
類
よ
り
深
み
を
増
し
、
口
縁
は
外
反
し
て
斜
め
上
方
に
伸
び
、
外
側
部
に
一
～
2
条
の
突
帯
を
巡
ら
す
（
図
3
－
5
）
。

皿
類
”
杯
部
は
深
く
、
　
口
縄
は
短
く
外
反
し
て
終
わ
り
、
外
側
部
は
、
突
帯
が
多
条
化
し
た
り
、
突
帯
間
を
複
線
波
状
文
な
ど
で
加
飾
す
る

　
　
　
（
図
4
－
6
）
。

　
出
土
状
況
か
ら
、
高
杯
画
工
台
A
類
は
、
広
口
長
頸
壷
を
の
せ
る
器
台
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
、
突
帯
の
多
条
下

や
加
飾
の
増
加
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
、
1
類
か
ら
皿
類
へ
の
変
遷
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
変
遷
に
合
わ
せ
て
、
高
地
形
器
台
の
脚
部
も
、
透

孔
の
段
数
が
増
え
た
り
突
帯
が
多
条
化
し
、
杯
部
高
に
対
し
て
脚
部
高
が
相
対
的
に
小
さ
く
な
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
広
口
長
頸
壷
は

口
縁
部
の
開
き
具
合
い
な
ど
に
お
い
て
、
高
歯
形
愈
愈
A
類
は
脚
部
の
透
孔
や
突
帯
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
系
統
が
指
摘
で
き
そ

う
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
検
討
は
今
後
の
資
料
の
増
加
を
待
つ
こ
と
と
す
る
。

　
次
に
典
型
的
な
百
済
土
器
と
さ
れ
て
き
た
器
種
の
う
ち
、
三
足
杯
と
杯
は
、
た
ち
あ
が
り
の
外
側
に
丸
い
東
部
を
形
成
し
て
受
け
部
と
す
る

も
の
（
A
類
）
と
、
豊
本
の
蓋
杯
と
同
様
の
鍔
状
の
受
け
部
を
も
つ
も
の
（
B
類
）
に
大
別
で
き
る
。
三
足
杯
に
は
、
口
径
が
一
五
c
m
前
後
と
大 68　（68）
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ぎ
く
、
底
部
が
深
く
て
丸
く
、
た

ち
あ
が
り
が
短
い
形
態
の
も
の

（
C
類
、
図
3
i
4
）
も
あ
る
。
　
一
二

足
杯
・
杯
B
類
は
、
さ
ら
に
全
体

の
形
状
か
ら
、
底
部
に
深
み
が
あ

り
た
ち
あ
が
り
も
高
い
B
I
類
、

B
I
類
に
く
ら
べ
底
部
が
深
み
を

失
う
B
豆
類
、
底
部
は
ほ
ぼ
扁
平

化
す
る
が
た
ち
あ
が
り
が
長
い
B

皿
類
、
底
部
が
扁
平
化
し
て
た
ち

あ
が
り
も
短
い
B
W
類
に
細
分
で

き
る
。
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き

　
　
　
⑥

た
よ
う
に
、
杯
・
三
足
杯
は
扁
平

化
の
方
向
、
つ
ま
り
B
I
類
か
ら

B
W
類
へ
の
変
遷
を
認
め
て
よ
い

だ
ろ
う
。
資
料
が
少
な
く
現
状
で

は
細
分
を
保
留
す
る
が
、
三
足
杯

・
杯
A
類
も
同
様
の
変
化
を
す
る

よ
う
で
あ
る
。
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⑦

　
ま
た
、
鴨
島
壷
と
瓶
は
、
外
面
の
最
終
調
整
や
加
湿
の
状
況
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、

最
大
胴
径
が
中
央
近
く
に
あ
る
球
形
の
胴
部
を
も
つ
も
の
か
ら
、
最
大
胴
径
が
上
方
に
あ
る
も
の
へ
と
変
化
す
る
と
考
え
る
。

　
以
上
の
型
式
分
類
を
も
と
に
、
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
土
器
の
共
伴
関
係
を
検
討
す
る
と
、
大
ま
か
に
、
新
興
里
土
器
群
が
主
体
を
占
め
る
段

階
、
底
部
に
深
み
を
も
つ
三
足
杯
・
杯
（
B
一
・
∬
類
）
が
主
体
的
に
存
在
す
る
段
階
、
底
部
が
扁
平
化
し
た
三
足
杯
・
杯
（
B
田
・
W
類
）
が
主

体
的
に
存
在
す
る
段
階
に
大
別
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
錦
江
1
・
1
・
皿
段
階
と
す
る
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
錦
江
工
段
階
　
新
興
里
土
器
群
が
主
体
を
占
め
る
段
階
で
、
現
状
で
は
連
山
地
域
の
み
で
認
め
ら
れ
る
。
広
口
長
吉
壷
一
類
・
高
層
形
器
台

A
一
類
が
主
体
を
占
め
る
段
階
（
I
a
段
階
）
と
、
広
口
長
息
壷
丑
類
・
高
杯
宝
器
台
A
∬
類
が
主
体
を
占
め
る
段
階
（
I
b
段
階
）
に
細
分
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
I
a
段
階
（
図
2
）
は
、
論
山
菊
陽
村
荘
新
興
里
1
・
2
号
墳
出
土
土
器
を
標
式
と
す
る
。
主
な
共
伴
亜
種
と
し
て
は
、
高
慢
形
霞
台
B
類
・

把
手
付
鉢
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
の
高
置
形
藩
論
B
類
（
6
・
7
）
は
、
杯
部
は
内
属
気
味
に
斜
め
上
方
に
伸
び
、
口
縁
端
は
そ
の
ま
ま
丸

く
す
る
か
、
短
く
内
折
し
て
端
部
を
丸
め
て
終
わ
り
、
脚
部
は
や
や
開
き
気
味
な
が
ら
直
線
的
に
伸
び
、
三
角
形
や
小
円
形
の
透
か
し
を
あ
け

る
。
把
手
付
鉢
は
、
現
状
で
は
こ
の
段
階
で
の
み
認
め
ら
れ
、
杯
部
に
は
コ
ッ
プ
形
の
も
の
（
3
）
と
、
内
請
し
て
肩
部
を
な
し
た
の
ち
直
立
し

た
口
縁
部
に
続
く
も
の
（
4
）
が
あ
り
、
把
手
に
も
、
半
環
状
の
も
の
（
4
）
と
角
状
の
も
の
（
3
）
が
あ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
I
b
段
階
（
図
3
）
は
、
論
山
郡
連
山
面
藤
井
里
八
五
－
一
四
・
一
五
・
ニ
ハ
号
墳
出
土
土
器
を
標
式
と
す
る
。
主
な
共
赤
鼠
種
と
し
て
は
、

高
二
形
器
台
B
類
・
脚
付
短
頸
壷
な
ど
新
興
里
土
器
群
に
属
す
る
も
の
が
主
体
だ
が
、
有
蓋
高
志
や
三
足
杯
C
類
が
共
幽
す
る
例
が
あ
る
。
表

井
里
八
五
一
一
六
号
墳
出
土
の
高
杯
事
器
台
B
類
（
7
）
は
、
杯
部
が
直
線
的
に
広
が
り
、
口
縁
端
部
は
下
方
に
肥
厚
し
、
脚
部
は
裾
部
が
や
や

ひ
ろ
が
り
、
小
円
形
の
透
か
し
が
あ
け
ら
れ
る
。
脚
付
短
頸
壷
は
、
表
採
品
は
多
く
知
ら
れ
る
が
、
発
掘
例
で
は
島
井
里
八
五
－
一
四
号
墳
出

土
の
脚
部
を
欠
い
た
も
の
（
6
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
本
例
は
、
胴
部
半
ば
に
突
袖
を
巡
ら
し
、
口
縁
部
は
短
く
開
く
。
表
井
里
八
五
i
一
五

号
墳
出
土
の
有
蓋
高
杯
（
2
）
は
杯
部
が
浅
く
て
た
ち
あ
が
り
は
短
く
、
脚
部
は
直
線
的
に
広
が
り
、
小
円
形
の
透
か
し
を
あ
け
る
。
表
富
里
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

五
－
一
四
号
墳
出
土
の
三
足
杯
C
類
（
4
）
は
、
発
掘
例
で
は
こ
の
段
階
で
の
み
確
認
さ
れ
る
も
の
で
、
漢
江
下
流
域
の
夢
村
土
城
で
類
例
が
多
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⑫

く
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

セ
ヅ
ト
に
な
る
蓋
（
3
）
は
、

天
井
部
が
丸
み
を
帯
び
て
短

く
垂
下
す
る
口
縁
が
つ
き
、

天
井
部
に
は
穿
孔
さ
れ
た
円

柱
状
の
つ
ま
み
が
っ
く
も
の

　
　
　
　
　
⑬

で
、
夢
村
土
城
や
表
井
里
八

五
…
一
六
号
墳
に
類
例
が
あ

る
。　

錦
江
■
段
階
　
　
い
わ
ゆ
る

典
型
的
な
百
済
土
器
の
う
ち

で
も
、
底
部
が
深
み
を
も
つ

三
足
杯
・
杯
が
主
体
を
占
め

る
段
階
で
あ
り
、
錦
江
下
流

域
一
帯
で
類
例
が
見
い
だ
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
杯
B
I

類
が
主
体
を
な
す
段
階
（
且

a
段
階
）
、
一
二
足
杯
B
I
類
。

杯
B
豆
類
が
主
体
を
な
す
段
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階
（
I
b
段
階
）
、
三
足
杯
B
I
類
が
主
体
を
な
す
段
階
（
∬
c
段
階
）
に
細
分
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
豆
a
段
階
（
図
4
－
1
～
9
）
は
、
表
井
里
八
一
一
一
丁
三
・
五
・
六
号
墳
、
益
山
郡
熊
浦
面
熊
浦
里
二
〇
号
墳
出
土
土
器
を
標
式
と
す
る
。

主
な
肥
前
器
種
と
し
て
は
、
短
青
魚
・
筒
形
器
台
が
あ
る
。
短
前
壷
は
、
胴
部
が
球
形
の
も
の
、
扁
平
形
の
も
の
（
9
）
、
胴
部
中
央
部
が
張
る

も
の
（
7
）
が
あ
り
、
上
半
部
を
中
心
と
し
て
突
線
や
単
線
波
状
文
を
巡
ら
し
た
り
、
胴
部
最
大
径
の
部
分
に
沈
線
を
一
条
巡
ら
す
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

筒
形
斜
面
（
8
）
は
表
井
里
八
一
i
二
号
墳
で
出
土
し
て
い
る
。
徐
聲
勲
氏
の
B
型
器
台
に
当
た
り
、
突
帯
と
下
線
を
巡
ら
し
て
そ
の
間
に
羽
状

列
点
文
が
施
さ
れ
る
の
が
特
微
で
あ
る
。
三
足
杯
は
明
確
な
嘉
言
例
に
欠
け
る
が
、
表
井
里
八
一
－
六
号
墳
出
土
例
（
4
）
な
ど
を
み
る
と
、
B

i
類
の
中
で
も
底
部
に
深
み
が
あ
り
、
口
縁
内
面
に
段
を
も
つ
、
よ
り
古
学
を
示
す
も
の
が
こ
の
段
階
に
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
段
階
の
連
山
地
域
で
は
、
新
興
里
土
器
群
に
属
す
る
広
口
長
頸
壷
皿
類
（
5
）
・
高
杯
電
器
台
A
無
類
（
6
）
が
共
伴
す
る
例
が
あ
る
。
突
帯
や
、

単
線
・
複
線
波
状
文
、
竹
管
文
、
列
点
を
用
い
た
装
飾
文
様
な
ど
皇
霊
が
著
し
い
の
が
特
装
で
あ
る
。
こ
う
し
た
耳
飾
は
短
頸
壷
・
筒
形
器
台

・
広
口
長
頸
壷
・
高
杯
形
器
台
に
共
通
し
て
み
ら
れ
、
こ
の
段
階
の
器
種
を
こ
え
た
洋
弓
と
み
な
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
I
b
段
階
（
図
4
1
！
0
～
1
7
）
は
、
表
井
野
七
九
－
一
三
号
墳
、
熊
浦
里
二
号
墳
出
土
土
器
が
標
式
で
あ
る
。
ま
た
益
山
郡
金
馬
面
新
智
計
一

三
号
窯
晦
出
量
器
の
多
く
も
ほ
ぼ
同
段
階
に
当
て
ら
れ
る
・
主
な
藁
葺
と
し
て
は
・
杯
A
類
（
1
1
）
三
足
杯
A
類
●
短
頸
嚢
∬
）
．

瓶
（
1
6
）
が
あ
る
。
短
需
品
・
瓶
は
い
ず
れ
も
胴
部
が
球
状
の
も
の
が
主
体
を
占
め
る
。
ま
た
、
熊
浦
里
二
号
墳
や
新
龍
里
一
・
二
号
窯
跡
で
は
、

有
蓋
高
点
（
1
3
）
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
第
E
段
階
で
み
ら
れ
た
も
の
と
は
異
な
り
、
杯
B
H
類
に
脚
を
つ
け
た
形
態
で
、
夢
村
土
城
に

　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

類
例
を
見
い
だ
せ
る
ほ
か
、
連
山
地
域
な
ど
で
も
表
採
例
が
あ
る
。

　
I
c
段
階
（
図
5
－
－
～
6
）
は
、
表
井
里
七
九
－
二
・
四
・
八
・
＝
一
号
墳
が
こ
の
段
階
に
当
て
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

良
好
な
資
料
に
欠
け
る
。
共
存
八
種
と
し
て
は
、
杯
B
I
・
頂
類
や
、
胴
部
が
球
状
の
短
漏
壷
（
6
）
・
瓶
（
5
）
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

　
錦
江
皿
段
階
　
底
部
が
扁
平
な
三
足
杯
・
杯
が
主
体
を
な
す
段
階
で
あ
る
。
三
足
杯
・
杯
B
畜
類
が
主
体
を
な
す
段
階
（
顕
a
段
階
）
と
、
三

足
杯
・
杯
B
W
類
が
主
体
を
な
す
段
階
（
皿
b
段
階
）
に
細
分
す
る
。
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皿
a
段
階
（
図
5
1
7
～
捻
）
は
・
保
寧
郡
熊
川
面
九
輩
古
恥
公
州
郡
罷
面
中
等
里
古
総
出
圭
器
を
標
式
と
す
る
・
高
敵
郡
雅
山
面

　
　
　
　
㊧

雲
谷
里
窯
跡
出
土
土
器
も
こ
の
段
階
に
あ
て
ら
れ
る
。
主
な
共
学
言
種
と
し
て
は
、
短
頸
壷
（
1
3
）
・
瓶
（
1
1
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
こ

の
段
階
に
な
る
と
、
胴
部
の
最
大
径
が
上
半
に
移
り
、
肩
が
張
っ
た
も
の
が
主
体
を
な
す
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
皿
b
段
階
（
図
5
1
1
4
～
2
1
）
は
、
煽
惑
里
一
九
七
三
年
調
査
古
墳
、
六
谷
里
二
号
墳
、
保
寧
郡
電
量
面
長
蜆
里
古
墳
出
土
土
器
を
標
式
と
す

る
。
主
な
共
伴
器
種
と
し
て
は
、
短
頸
輪
（
2
1
）
・
瓶
（
1
9
）
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
基
本
的
な
形
態
は
、
前
段
階
と
変
わ
ら
な
い
。

74 （74）

　
2
　
頁
済
王
陵
の
埋
葬
主
体
の
編
年
（
図
6
）

　
漢
竹
・
島
津
・
猛
毒
と
遷
都
を
続
け
た
百
済
の
王
な
い
し
王
族
の
墓
は
、
各
時
代
の
王
都
の
近
辺
に
そ
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
き
た
。
漢
城

時
代
で
は
、
石
村
洞
古
墳
群
、
な
い
し
可
楽
譜
・
芳
夷
洞
古
墳
群
、
熊
津
時
代
で
は
宋
山
里
古
墳
群
、
洒
漉
時
代
で
は
陵
山
里
古
墳
群
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
稿
の
対
象
地
域
で
な
い
漢
城
時
代
の
も
の
は
検
討
の
対
象
か
ら
ひ
と
ま
ず
は
ず
し
、
本
稿
の
議
論
に
必
要
な
、

宋
山
里
・
陵
山
里
古
墳
群
の
動
向
に
つ
い
て
の
み
整
理
す
る
。

　
宋
山
里
・
陵
山
里
古
墳
群
の
諸
古
墳
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
埋
葬
主
体
の
構
造
や
構
築
技
術
・
規
模
・
副
葬
晶
の
内
容
に
お
い
て
、
同
時

代
の
他
の
古
墳
よ
り
卓
越
し
て
お
り
、
王
な
い
し
王
族
の
墓
と
認
め
得
る
。
そ
の
変
遷
の
方
向
は
、
基
本
的
に
は
宋
山
里
古
墳
群
か
ら
陵
山
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

古
墳
群
へ
の
墓
域
の
移
動
と
考
え
て
よ
く
、
ま
た
、
埋
葬
主
体
の
系
統
的
な
変
遷
案
は
、
す
で
に
姜
仁
求
・
東
潮
琉
が
提
示
し
て
い
る
。
両
者

の
検
討
を
参
考
に
し
つ
つ
、
従
来
、
分
類
や
変
遷
の
基
準
と
な
っ
て
き
た
玄
室
の
天
井
形
態
・
平
面
プ
ラ
ン
・
壁
面
構
築
法
や
羨
道
長
の
ほ
か

に
、
石
室
の
閉
塞
方
法
と
種
々
の
状
況
か
ら
推
定
で
き
る
被
葬
者
数
の
変
化
に
注
意
し
て
、
以
下
の
四
段
階
を
設
定
す
る
。

　
宋
山
里
工
段
階
　
　
宋
山
里
一
～
四
号
墳
が
造
ら
れ
た
段
階
。
埋
葬
主
体
は
、
玄
室
平
面
が
正
方
形
に
近
く
、
割
石
で
玄
室
の
四
壁
を
著
し
く

持
送
る
窺
応
護
天
井
の
横
穴
式
石
室
で
壁
面
全
体
に
漆
喰
が
塗
ら
れ
る
。
床
面
は
玉
石
敷
で
糖
台
は
み
ら
れ
な
い
。
羨
道
は
玄
室
か
ら
み
て
左

に
偏
っ
て
つ
き
、
羨
道
の
閉
塞
は
塊
石
に
よ
る
。
玄
室
床
面
に
残
さ
れ
た
釘
・
銀
座
金
具
の
出
土
位
置
か
ら
、
主
軸
に
沿
っ
て
二
人
が
銀
座
金
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具
が
つ
い
た
木
棺
で
埋
葬
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
宋
由
墨
■
段
階
宋
由
里
五
・
六
（
3
）
・
二
九
（
2
）
号
墳
、
武
寧
王
陵
が
造
ら
れ
た
段
階
。
窃
鰹
状
天
井
石
室
が
埋
葬
主
体
に
採
用
さ
れ
続
け

る
一
方
、
中
国
南
朝
の
梁
か
ら
技
術
導
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
壕
室
が
出
現
す
る
。
壇
室
は
玄
室
平
面
が
長
方
形
で
、
嬉
を
用
い
て
天
井
を
ア

ー
チ
状
に
構
築
す
る
。
玄
室
床
面
に
は
棺
台
が
造
ら
れ
、
そ
の
玉
蔵
や
食
思
王
陵
で
の
出
土
状
況
か
ら
、
二
人
が
木
楷
を
用
い
て
主
軸
方
向
に

平
行
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
羨
道
入
口
は
簿
を
積
み
隙
間
を
漆
喰
で
埋
め
て
閉
塞
し
、
耳
翼
二
尊
で
は
さ
ら
に
玄
門
を
木
の
板
で
閉

塞
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
宋
山
里
五
・
二
九
号
墳
で
採
用
さ
れ
た
窪
再
選
天
井
石
室
は
基
本
的
に
前
段
階
の
形
態
を
受
け
継
ぐ
が
、
玄
室
の
主
軸
に
平
行
し
て
博
で
棺

台
が
造
ら
れ
、
羨
道
の
閉
塞
も
填
と
漆
喰
を
用
い
て
行
な
わ
れ
る
。
ま
た
、
宋
山
里
二
九
号
墳
で
は
壊
を
模
し
た
板
石
で
壁
面
を
構
築
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
埋
葬
主
体
が
、
博
室
の
築
造
に
並
行
し
て
造
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
陵
山
里
工
段
階
　
　
筆
下
塚
（
4
）
、
東
下
塚
、
陵
山
里
東
四
号
墳
（
5
）
を
こ
の
段
階
と
す
る
。
中
下
塚
は
、
ト
ン
ネ
ル
天
井
石
室
で
、
こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
博
室
の
形
態
を
模
倣
し
た
と
考
え
る
。
壁
面
は
、
横
長
の
切
石
を
積
み
、
四
段
目
か
ら
内
面
を
傾
斜

さ
せ
る
こ
と
で
、
ア
ー
チ
状
の
天
井
を
築
造
し
て
い
る
。
こ
の
構
造
か
ら
、
側
壁
を
縦
長
の
切
石
に
し
、
ア
ー
チ
天
井
部
を
直
線
的
に
斜
め
に

し
た
も
の
が
、
陵
山
里
東
四
号
墳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
次
の
段
階
で
は
、
こ
の
平
身
天
井
石
室
が
盛
ん
に
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
羨
道
部

を
み
る
と
、
長
さ
が
二
〇
〇
c
m
以
上
と
長
く
、
玄
門
両
側
の
門
柱
石
と
欄
石
が
内
側
に
突
出
し
、
そ
れ
ら
に
板
石
を
立
て
か
け
て
閉
塞
す
る
構

造
が
こ
の
段
階
に
成
立
す
る
。
ま
た
、
鞍
下
塚
は
羨
道
入
口
を
博
状
の
石
と
漆
喰
で
閉
塞
す
る
の
に
対
し
、
陵
山
里
東
四
号
墳
で
は
板
石
で
閉

塞
す
る
。
東
下
塚
は
、
切
石
造
り
の
平
天
井
石
室
で
あ
る
が
、
羨
道
の
長
さ
や
、
玄
門
を
板
石
、
羨
道
入
口
を
石
を
積
み
上
げ
て
閉
塞
す
る
点
、

さ
ら
に
壊
を
模
し
た
板
石
を
玄
室
床
面
や
羨
道
の
一
部
に
敷
く
点
が
中
下
塚
と
共
通
し
、
こ
の
段
階
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　
こ
の
段
階
は
石
室
ご
と
に
天
井
形
態
な
ど
で
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
甘
藍
の
切
石
に
よ
る
模
倣
に
は
じ
ま
り
、
平
斜
天
井
石

室
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
渡
的
段
階
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
塘
室
の
玄
室
平
面
を
踏
襲
し
な
が
ら
全
体
の
規
模
が
縮
小
し
た
結
果
、
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　　　　　図6　百済王陵の埋葬主体の編年と土器編年との関係（縮尺250分の1）

　1宋山里1号墳　2宋山里29号墳　3　llLLI里6号墳　4中下塚　5陵山里東4暑墳　6中上壕
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心
急
状
天
井
石
室
よ
り
も
玄
室
幅
が
約
三
分
の
二
程
度
と
な
り
、
こ
の
段
階
で
被
葬
者
が
二
人
か
ら
一
人
へ
移
行
し
始
め
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
里
山
墨
互
段
階
　
　
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
王
陵
は
基
本
的
に
平
準
天
井
石
室
と
な
る
。
つ
ま
り
、
東
上
塚
（
6
）
、
中
上
塚
、
西
上
塚
、
西
下

塚
、
陵
山
里
七
号
墳
、
陵
山
里
東
一
・
二
・
三
・
五
号
墳
を
こ
の
段
階
の
も
の
と
す
る
。
前
段
階
と
の
回
田
点
と
し
て
は
、
羨
道
が
一
〇
〇
c
m

前
後
か
ら
そ
れ
以
下
に
な
り
、
玄
室
幅
も
東
上
塚
以
外
は
一
四
〇
㎝
以
下
と
な
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
陵
山
里
東
四
号
墳
で
現
わ
れ
た
板
石

に
よ
る
二
重
閉
塞
は
こ
の
段
階
に
定
着
す
る
。
東
上
塚
は
棺
台
が
二
つ
あ
っ
て
二
人
埋
葬
を
意
図
し
て
造
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
も
の
は
、
玄

室
幅
な
ど
か
ら
み
て
、
単
葬
用
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
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3
　
年
代
の
推
察

　
以
上
錦
江
下
流
域
の
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
土
器
、
お
よ
び
牛
津
時
代
以
後
の
王
陵
の
埋
葬
主
体
の
編
年
案
を
提
示
し
た
。
次
に
、
こ
れ
ら
の

実
年
代
を
推
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
最
初
に
、
土
器
の
編
年
と
正
陵
の
埋
葬
主
体
の
編
年
と
の
並
行
関
係
を
考
え
る
。
ま
ず
錦
江
I
a
段
階
の
標
式
と
し
た
熊
浦
里
二
〇
迎
撃
の

埋
葬
主
体
は
鷺
景
状
天
井
石
室
で
あ
る
。
ま
た
、
錦
江
H
b
段
階
に
は
存
在
す
る
球
形
胴
の
瓶
が
、
實
薩
状
天
井
石
室
で
あ
る
宋
山
里
一
号
墳
、

　
　
　
　
⑳

玉
豊
里
古
墳
か
ら
、
錦
江
丑
a
～
c
段
階
に
み
ら
れ
る
球
形
胴
の
黒
塗
壷
が
、
鷹
蝶
番
天
井
石
室
で
あ
る
宋
山
里
五
号
墳
や
、
宋
山
里
四
号
墳

の
手
前
に
造
ら
れ
た
宋
山
里
八
号
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
宋
山
里
1
・
1
段
階
と
錦
江
∬
段
階
が
ほ
ぼ
並
行
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
錦
江
皿
b
段
階
の
六
谷
里
一
九
七
三
年
調
査
古
墳
や
六
谷
里
二
号
墳
の
埋
葬
主
体
は
平
艦
天
井
石
室
で
あ
り
、
錦
江
班
a
段
階
の
九

龍
里
古
墳
も
平
炉
天
井
石
室
、
あ
る
い
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
石
室
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
王
陵
以
外
に
平
斜
天
井
石
室
が
出
現
す
る
の
は
、

石
室
の
定
型
化
す
る
陵
山
里
－
段
階
以
降
と
思
わ
れ
、
現
状
で
平
等
天
井
石
室
に
共
即
す
る
土
器
は
錦
江
皿
a
段
階
を
上
限
と
す
る
こ
と
か
ら
、

陵
山
里
－
段
階
は
錦
江
巫
a
段
階
以
降
に
並
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
錦
江
I
a
・
I
b
・
丑
。
段
階
を
、
そ
れ
ぞ
れ
宋

山
里
1
・
1
・
陵
山
里
－
段
階
に
並
行
さ
せ
、
錦
江
皿
段
階
は
陵
山
里
∬
段
階
に
並
行
す
る
と
考
え
る
。



朝鮮半島錦江下流域の三国蒔代墓剃（吉井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
次
に
、
実
年
代
を
考
え
た
い
。
ま
ず
、
錦
江
－
段
階
は
、
広
口
長
頸
壷
－
類
に
類
す
る
土
器
が
忠
清
北
道
清
州
市
新
潟
洞
古
墳
群
か
ら
多
く

見
つ
か
っ
て
い
る
。
報
告
老
は
四
世
紀
中
葉
か
ら
五
世
紀
初
め
の
年
代
を
考
え
て
い
る
が
、
望
事
鉄
板
書
留
鐙
が
多
く
共
伴
す
る
こ
と
か
ら
そ

の
年
代
の
中
心
は
五
世
紀
代
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
、
錦
江
－
段
階
の
埋
葬
主
体
は
竪
穴
式
石
室
で
あ
る
が
、
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

耶
地
域
で
の
竪
穴
式
石
室
の
本
格
的
出
現
が
五
世
紀
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
錦
江
－
段
階
は
お
お
む
ね
五
世
紀
内
に
納
ま
る
も
の
と
考
え
る
。

　
錦
江
H
・
皿
段
階
で
は
、
ま
ず
王
陵
の
埋
葬
主
体
、
特
に
皇
室
の
築
造
年
代
が
手
が
か
り
と
な
る
。
武
寧
王
陵
は
、
出
土
墓
誌
か
ら
武
寧
王

の
没
年
が
五
二
三
年
、
埋
葬
が
五
二
五
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
閉
塞
に
使
わ
れ
た
壕
の
中
に
「
学
説
辰
（
五
「
二
）
年
作
」
銘
を
も
つ

　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

も
の
が
あ
り
、
宋
山
里
六
号
墳
の
閉
塞
に
使
わ
れ
た
壊
の
中
に
は
「
雪
面
□
為
師
　
」
銘
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
み
て
、
開
室
の
築
造
時
期
が

六
世
紀
前
半
に
納
ま
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
宋
山
里
古
墳
群
の
築
造
が
熊
津
遷
都
以
後
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、

宋
山
里
一
段
階
は
五
世
紀
後
葉
に
あ
て
ら
れ
る
。
陵
山
里
1
・
H
段
階
は
明
確
な
年
代
推
定
の
根
拠
を
欠
く
が
、
平
等
天
井
石
室
の
確
立
以
前

の
過
渡
期
と
み
な
し
た
陵
山
里
－
段
階
を
六
世
紀
中
葉
と
す
れ
ば
、
平
冠
天
井
石
室
が
定
型
化
す
る
陵
山
里
－
段
階
は
六
世
紀
後
葉
か
ら
百
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
滅
亡
す
る
七
世
紀
中
葉
に
あ
て
ら
れ
よ
う
。
土
器
で
は
、
胴
部
最
大
径
が
上
半
に
あ
る
短
頸
壷
が
、
扶
余
罪
扶
余
邑
双
北
里
で
晴
の
五
鉄
銭

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
、
同
院
北
里
北
浦
や
扶
余
響
窺
影
面
新
里
で
開
元
通
宝
を
伴
出
し
た
例
か
ら
、
錦
江
亙
段
階
の
年
代
の
一
部
が
六
世
紀
後
葉
～
七
世
紀
前
葉

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
佐
賀
県
野
田
遺
跡
で
T
K
二
〇
八
型
式
な
い
し
T
K
二
三
型
式
並
行
と
考
え
ら
れ
る
三
足
杯
が
出
土
し
て

お
り
、
同
様
の
形
態
の
三
足
杯
は
現
状
で
は
錦
江
下
流
域
で
は
未
発
見
で
あ
る
が
、
底
部
の
深
さ
か
ら
考
え
れ
ば
、
錦
江
且
a
段
階
、
な
い
し

は
そ
れ
以
前
に
当
て
得
る
も
の
と
考
え
る
。
以
上
の
二
例
は
い
ず
れ
も
王
陵
の
埋
葬
主
体
と
の
相
対
関
係
、
及
び
実
年
代
観
と
矛
盾
し
な
い
。

　
以
上
か
ら
、
錦
江
正
段
階
は
五
世
紀
代
で
下
津
遷
都
以
前
、
錦
江
－
段
階
（
宋
防
塁
1
・
1
段
階
・
陵
山
里
贋
段
階
）
を
五
世
紀
後
葉
か
ら
六
世

紀
中
葉
、
錦
江
二
段
階
（
陵
山
里
－
段
階
）
を
六
世
紀
後
葉
か
ら
七
世
紀
中
葉
と
い
う
お
お
ま
か
な
年
代
を
当
て
て
お
き
た
い
。

①
藤
沢
一
夫
「
百
済
の
土
器
・
陶
器
」

　
五
五
年
）
。

（『

｢
界
陶
磁
器
全
集
』
第
＝
景
管
、
一
九

②
　
二
黒
周
「
百
済
土
器
潮
研
究
」
（
『
百
済
文
化
』
第
一
二
輯
、

　
同
「
土
器
」
（
『
韓
圏
史
論
隔
　
五
、
一
九
八
五
年
）
。

一
九
七
九
年
）
、
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③
界
武
燗
第
一
章
注
⑪
前
掲
文
献
。
．

④
全
栄
来
「
土
器
パ
直
口
無
頸
壷
）
潮
形
態
変
遷
外
編
年
」
（
『
南
原
草
村
量
古
墳

　
群
発
掘
調
査
報
告
霞
』
（
『
全
北
遺
跡
調
査
報
告
』
第
＝
一
輯
）
一
九
八
一
年
、
同

　
「
高
激
雲
谷
里
百
済
窯
赴
発
掘
報
告
」
（
『
高
郷
雅
山
地
区
支
石
墓
発
掘
報
告
書
』
、

　
一
九
八
四
年
。
翻
訳
と
し
て
界
燥
訳
「
韓
国
高
蝕
雲
谷
里
百
済
窯
肚
発
掘
報
告
」

　
（
『
古
文
化
談
叢
』
第
一
五
集
、
一
九
八
五
年
）
）
、
同
「
益
山
新
龍
里
否
済
土
器
窯

　
肚
（
緒
方
泉
訳
）
」
（
『
古
文
化
談
叢
』
第
一
九
輯
、
一
九
八
八
年
）
、
同
「
醤
済
地

　
域
の
陶
質
土
器
窯
跡
」
（
『
陶
質
土
器
の
国
際
交
流
隔
、
一
九
八
九
年
）
。

⑤
　
小
田
寓
±
雄
「
百
済
の
土
器
」
（
『
世
界
陶
磁
全
集
隔
一
七
、
一
九
七
九
年
）
。

⑥
　
罪
武
柄
第
一
章
注
⑪
前
掲
文
献
三
五
頁
な
ど
。

⑦
全
栄
来
注
④
一
九
入
一
前
掲
文
献
な
ど
。

⑧
サ
武
器
「
連
山
新
興
黒
百
済
古
墳
斗
ユ
出
土
造
物
」
（
『
百
済
文
化
』
第
七
・
八

　
合
輯
、
一
九
七
五
年
）
。

⑨
表
井
里
古
墳
群
一
九
八
五
年
調
査
区
の
一
四
号
墳
の
略
称
。
以
下
、
長
井
里
古

　
墳
群
の
古
墳
や
夢
村
土
城
の
遺
構
の
引
用
に
は
同
様
の
略
称
を
用
い
る
。

⑩
安
承
周
・
李
南
旋
第
三
早
⑮
前
掲
文
献
。

＠
　
採
集
例
と
し
て
は
、
忠
南
大
学
校
博
物
館
蔵
品
（
忠
南
大
学
校
博
物
館
『
忠
南

　
大
学
校
博
物
館
図
録
（
以
下
、
『
忠
南
大
図
録
』
と
略
記
）
』
　
九
八
三
年
、
一
二

　
六
・
二
一
七
番
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑫
夢
村
土
城
八
五
一
一
〇
号
貯
蔵
穴
、
同
八
七
一
二
号
住
居
肚
皿
暦
、
同
八
七
－

　
一
号
住
居
祉
W
層
小
型
貯
蔵
穴
、
同
八
八
－
方
形
遺
構
な
ど
。

⑬
　
夢
村
土
誠
入
七
i
一
号
住
居
肚
w
層
小
型
貯
蔵
穴
、
同
入
七
⊥
二
号
住
居
肚
、

　
同
八
八
一
一
号
住
居
肚
出
土
例
な
ど
。

⑭
徐
聲
勲
・
申
光
蔓
第
一
章
注
⑯
前
掲
文
献
。

⑮
金
三
龍
・
金
善
基
第
一
章
注
⑰
前
掲
文
献
。

⑯
　
徐
聲
勲
「
百
済
器
台
9
、
研
究
」
（
『
百
済
文
化
』
第
一
一
輯
、
一
九
八
○
年
）
。

⑰
　
歩
武
団
平
一
章
注
⑪
前
掲
文
献
。

⑱
全
栄
来
注
④
一
九
八
八
年
前
掲
文
献
。

⑲
夢
村
土
城
八
五
一
一
号
土
臓
墓
、
同
八
五
1
三
・
一
〇
号
貯
蔵
穴
、
同
八
七
－

　
二
号
住
居
祉
皿
・
W
層
、
同
八
八
一
一
二
㌘
閥
・
六
号
貯
蔵
穴
出
土
例
な
ど
。

⑳
　
歩
武
幽
翠
二
章
注
⑪
前
掲
文
献
図
心
ご
一
一
1
な
ど
。

⑳
　
安
承
周
「
保
線
郡
九
湯
里
古
墳
斗
出
土
遺
物
」
（
『
百
済
文
化
』
第
一
〇
輯
、
一

　
九
七
七
年
）
。

＠
　
金
永
培
「
公
等
中
尊
里
施
紬
土
器
壷
出
土
叢
話
石
室
古
墳
」
（
考
古
美
術
臨
　
一

　
二
九
・
一
三
〇
、
一
九
七
六
年
）
。

⑭
　
全
栄
来
注
④
一
九
八
四
年
前
掲
文
献
。

⑳
　
姜
仁
求
第
一
章
注
⑯
前
掲
文
献
。

＠
安
承
周
・
李
南
爽
第
一
章
注
⑩
前
掲
文
献
。

⑯
　
池
健
吉
「
保
番
長
睨
里
百
済
古
墳
斗
辺
土
遺
物
」
（
『
百
済
文
化
』
第
一
一
輯
、

　
一
九
七
八
年
）
。

⑳
　
姜
仁
求
第
一
評
注
⑤
前
掲
文
献
、
東
区
・
田
中
俊
明
『
韓
国
の
古
代
遺
跡
』
2

　
百
済
．
薄
々
篇
九
八
～
一
〇
二
頁
、
一
三
〇
～
＝
　
一
二
頁
。

⑱
　
文
化
財
管
理
局
第
一
章
注
⑫
前
掲
文
献
一
三
頁
。

⑳
　
梅
原
末
治
第
一
章
注
④
前
掲
文
献
七
五
頁
、
姜
仁
求
第
一
章
注
⑥
前
掲
文
献
八

　
六
頁
、
有
光
教
一
第
一
章
注
⑭
前
掲
文
献
四
九
五
～
四
九
七
頁
。

⑳
金
永
培
「
公
州
琶
玉
耀
洞
古
墳
出
土
釧
遺
物
」
（
『
考
古
美
術
』
二
三
、
一
九
六

　
一
一
年
）
。

⑳
李
隆
助
・
車
勇
木
…
『
清
濁
新
鳳
洞
百
済
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
一
九
八
三

　
年
。

⑫
　
申
敬
撤
「
w
考
察
」
（
『
金
海
礼
安
里
古
墳
群
』
1
、
一
九
八
五
年
）
。

⑳
　
文
化
財
管
理
局
第
一
章
注
⑫
前
掲
文
献
一
三
頁
。

⑭
　
金
永
培
「
百
済
武
寧
王
陵
鯨
考
」
（
『
百
済
研
究
』
第
五
輯
、
　
九
七
四
年
）
。

⑯
　
関
野
貞
「
鄭
よ
り
見
た
る
百
済
と
支
那
南
北
朝
特
に
梁
と
の
文
化
関
係
」
（
『
費

　
堕
試
』
第
一
〇
皿
剛
、
　
｝
九
　
二
四
年
）
、
　
軽
部
厳
心
因
心
『
｝
日
済
必
天
津
棚
』
　
一
九
閃
［
ぬ
ハ
年
、
　
大
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坂
金
太
郎
「
百
済
壁
画
三
韓
墳
出
の
在
銘
填
に
つ
い
て
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
第
五
一

　
輯
、
｛
九
六
九
年
）
。

⑳
　
斎
藤
忠
「
扶
余
発
見
の
壷
の
一
型
式
」
（
『
考
古
学
雑
誌
隔
第
一
二
二
巻
第
一
号
、

　
一
九
四
二
年
）
。

⑰
　
姜
愚
論
「
上
錦
里
・
双
北
里
潮
火
葬
墳
墓
」
（
『
百
済
古
墳
研
究
』
一
九
七
七
年
）
。

⑳
　
姜
仁
求
「
新
里
・
軍
守
里
斜
火
葬
墳
墓
」
（
『
百
済
古
墳
研
究
』
｝
九
七
七
年
）
。

⑳
　
蒲
…
原
宏
行
・
多
々
良
友
博
・
藤
井
伸
幸
「
佐
賀
平
野
の
初
…
期
須
恵
器
・
陶
質
土

　
器
」
（
『
古
文
化
談
叢
』
第
一
五
集
、
一
九
八
五
年
）
。

三
　
錦
江
下
流
域
の
三
国
時
代
墓
制
の
変
遷

　
前
章
で
検
討
し
た
副
葬
土
器
と
百
済
王
子
の
埋
葬
主
体
の
編
年
を
も
と
に
、
錦
江
下
流
域
の
古
墳
の
墓
制
の
様
相
を
み
る
と
、
大
ま
か
に
、

錦
江
夏
・
H
・
皿
段
階
の
土
器
が
そ
れ
ぞ
れ
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
使
用
さ
れ
た
時
期
（
以
下
こ
れ
ら
を
錦
江
1
・
E
・
皿
期
と
呼
ぶ
）
ご
と
に
、

大
き
く
変
化
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
各
時
期
ご
と
に
、
埋
葬
主
体
と
土
器
を
は
じ
め
と
す
る
副
葬
品
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
古
墳
の

分
布
状
況
な
ど
を
通
し
て
、
墓
制
の
様
相
と
そ
の
変
遷
を
検
討
し
て
み
た
い
。

覇鮮半島錦江下流域の三国時代墓制（吉井）

　
1
　
錦
江
工
期
の
墓
制

　
錦
江
下
流
域
で
錦
江
一
期
の
古
墳
と
確
実
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
現
状
と
し
て
は
連
山
地
域
の
新
興
里
一
・
二
号
墳
と
、
表
井
里
古
墳
群
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

九
八
五
年
調
査
区
の
諸
古
墳
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
埋
葬
主
体
は
、
い
ず
れ
も
竪
穴
式
石
室
で
あ
る
。
側
壁
は
塊
石
積
み
で
、
短
壁
は
全
高
の
半

分
を
こ
え
る
大
き
さ
の
板
石
を
立
て
、
そ
の
上
に
塊
石
を
数
段
積
み
、
天
井
は
五
～
一
〇
枚
程
度
の
板
石
で
閉
塞
す
る
。
床
面
は
、
地
山
を
そ

の
ま
ま
利
用
す
る
も
の
と
、
中
央
に
礫
を
並
べ
て
屍
床
を
造
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
構
造
や
規
模
か
ら
み
て
、
基
本
的
に
、
成
人
が
一
人
伸
展

葬
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
い
ず
れ
も
現
状
で
は
墳
丘
は
認
め
ら
れ
ず
、
表
井
里
一
九
八
五
年
調
査
区
で
み
る
と
、
埋
葬
主
体
間
の
距
離
は
八
血
前

後
で
、
埋
葬
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
墳
丘
を
も
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
伽
耶
地
域
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
埋
葬
主
体
が
数
基

ず
つ
ま
と
ま
っ
て
群
を
な
す
こ
と
も
な
く
、
集
団
墓
の
よ
う
な
散
漫
な
分
布
状
況
を
示
す
。
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出
土
遺
物
に
は
、
広
口
長
頸
壷
・
高
杯
形
店
台
・
把
手
付
鉢
な
ど
の
土
器
類
の
他
に
、
鉄
刀
・
掛
子
・
鉄
鐡
・
管
槍
・
鉄
斧
・
素
環
轡
・
紡

錘
車
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
遺
物
の
残
存
状
況
が
良
好
な
例
か
ら
み
て
、
副
葬
品
は
、
主
と
し
て
指
縄
寄
り
の
空
間
に
納
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
釘
・
鍵
・
鎧
座
金
具
な
ど
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
被
葬
者
の
埋
葬
に
あ
た
っ
て
は
、
釘
・
鍵
な
ど
を
用
い
な
い
組
み

合
せ
式
の
木
棺
を
使
っ
た
か
、
木
棺
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
、
錦
江
－
期
の
連
山
地
域
に
み
ら
れ
る
墓
制
の
も
つ
諸
要
素
の
う
ち
、
高
杯
形
器
台
は
、
他
の
百
済
地
域
で
は
み
ら
れ
ず
、
把
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

付
鉢
も
、
忠
清
北
道
播
州
周
辺
に
存
在
す
る
他
は
百
済
地
域
で
は
み
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
は
、
罪
武
晒
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
羅

・
伽
藍
系
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
竪
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
と
し
、
高
書
形
寝
台
と
そ
の
上
に
の
せ
る
壼
の
組
み
合
せ
が
基
本
的
な

副
葬
土
器
の
構
成
要
素
と
な
る
点
は
、
同
時
期
の
伽
耶
地
域
の
墓
制
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
高
齢
形
黒
馬
の
形
態
自

体
は
、
全
く
同
様
の
も
の
を
新
羅
・
伽
耶
地
域
で
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
全
形
や
透
孔
の
形
に
お
い
て
、
独
自
性
を
有
す
る
も
の
で

　
④

あ
る
。
そ
し
て
、
無
漏
形
器
台
の
上
に
の
せ
ら
れ
る
広
口
長
頸
壷
は
や
や
形
態
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
漢
江
下
流
域
の
夢
村
土
城
や
、
清
州

新
津
洞
古
墳
群
に
類
例
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
副
葬
土
器
の
中
に
高
杯
が
ほ
と
ん
ど
欠
如
す
る
一
方
、
三
足
杯
C
類
の
よ
う
な
、
漢
江
下
流

域
に
類
例
を
求
め
ら
れ
る
三
種
の
共
伴
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
錦
江
一
期
に
お
け
る
連
山
地
域
の
墓
制
は
、
新
羅
・
伽
翠
黛
要
素
と
百
済
的
要
素
を
合
わ
せ
も
ち
、
全
体
と
し
て
は
他

の
地
域
に
は
み
ら
れ
な
い
、
独
自
の
墓
制
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
墓
制
が
出
現
し
た
背
景
に
は
、
連
山
地
域
が
、
当
時
百
済
の

中
央
勢
力
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
漢
江
下
流
域
か
ら
は
な
れ
伽
耶
地
域
に
接
し
た
、
い
わ
ば
百
済
と
伽
耶
の
境
域
に
位
置
す
る
、
と
い
う
地
理
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

条
件
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
高
杯
形
器
台
な
ど
の
表
採
例
に
、
公
州
や
曲
学
の
出
土
を
伝
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

様
の
墓
制
が
、
錦
江
－
期
に
錦
江
下
流
域
の
他
の
地
域
に
も
広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
例
で
は
、
埋
葬
主
体

や
墳
丘
の
規
模
、
あ
る
い
は
副
葬
品
の
内
容
に
お
い
て
卓
越
す
る
、
首
長
層
の
墓
と
思
わ
れ
る
古
墳
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
墓
制
を
有

し
た
地
域
共
同
体
内
の
階
層
分
化
の
状
況
を
、
墓
制
の
上
か
ら
う
か
が
う
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
で
き
な
い
。
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朝鮮半島錦江下流域の三国時代墓制（吉井）

　
2
　
錦
江
正
期
の
墓
制
（
図
8
）

　
錦
江
巌
巌
に
は
、
新
し
い
埋
葬
主
体
と
し
て
横
穴
式
石
室
や
辱
室
が
出
現
し
、
副
葬
土
器
も
変
化
し
て
、
墓
制
の
様
相
は
前
段
階
と
は
大
き

く
変
わ
る
こ
と
と
な
る
。
副
葬
土
器
な
ど
か
ら
み
て
、
こ
の
時
期
で
は
、
搏
室
、
窓
回
状
天
井
石
室
・
虫
送
り
平
天
井
石
室
な
ど
の
横
穴
式
石

室
、
そ
し
て
竪
穴
式
石
室
、
竪
穴
系
横
口
式
石
室
が
、
主
た
る
埋
葬
主
体
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
窺
請
状
天
井
石
室
は
、
先
述
の
よ
う
に
宋
山
里
古
墳
群
で
主
に
採
用
さ
れ
て
い
る
（
2
）
が
、
そ
れ
以
外
で
は
王
都
の
所
在
し
た
公
州
地
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
数
少
な
く
、
分
布
も
画
面
洞
古
墳
群
や
玉
龍
洞
古
墳
、
金
鶴
洞
古
墳
、
甫
通
洞
古
墳
な
ど
、
宋
山
里
古
墳
群
の
周
辺
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

錦
江
下
流
域
の
そ
の
ほ
か
の
地
域
で
は
、
益
山
地
域
の
熊
浦
里
二
〇
号
墳
、
笠
樋
里
一
号
墳
（
7
）
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
石
室
の
玄
室
の
平
面
規
模
を
比
較
す
る
と
、
宋
山
里
古
墳
群
の
も
の
は
そ
の
他
の
古
墳
に
く
ら
べ
て
玄
室
の
長
さ
・
幅
と
も
大
き
い

こ
と
が
知
ら
れ
る
（
図
7
）
。
ま
た
、
断
片
的
な
出
土
遺
物
か
ら
推
測
す
る
と
、
宋
山
里
古
墳
群
の
被
葬
者
は
、
帯
金
具
・
耳
飾
な
ど
の
金
・
銀

・
金
銅
製
装
身
具
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
副
葬
さ
れ
た
武
器
・
武
具
・
馬
具
の
一
部
に
も
、
金
・
銀
・
金
銅
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
出

土
遺
物
の
中
に
金
銅
張
・
銀
張
の
方
頭
・
円
頭
・
花
形
頭
棺
飾
り
釘
や
、
鉄
製
・
銀
製
の
同
座
金
具
が
あ
り
、
武
寧
正
陵
で
み
ら
れ
る
よ
う
な

装
飾
性
の
高
い
木
棺
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
宋
山
里
古
墳
群
以
外
で
は
、
金
・
銀
・
金
銅
製
品
の
発
見
例
が
少
な
い
。

ま
た
、
金
銅
張
・
銀
張
の
飾
り
釘
は
笠
店
賃
一
号
墳
を
除
き
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
窺
塵
組
天
井
石
室
を
採
用
し
た
古
墳
で
も
、

宋
山
里
古
墳
群
の
も
の
と
そ
れ
以
外
で
は
、
石
室
の
規
模
や
副
葬
品
の
内
容
な
ど
に
差
異
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み

て
も
、
宋
山
里
古
墳
群
の
被
葬
者
が
百
済
王
な
い
し
王
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
益
山
地
域
の
当
店
里
一
号

墳
は
、
金
銅
製
冠
帽
・
沓
・
耳
飾
や
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
の
装
身
具
、
鉄
地
銀
張
楕
円
形
鏡
板
付
轡
・
鉄
地
銀
張
結
紐
形
杏
葉
・
木
心
事
板
張
輪
鐙

・
鉄
製
輪
鐙
・
金
銅
製
鞍
金
具
な
ど
の
馬
具
、
胡
錬
金
具
（
勾
玉
音
響
金
具
）
、
百
済
土
器
（
広
口
壷
．
短
頸
小
者
な
ど
）
、
青
磁
四
悪
壷
な
ど
多
様

な
副
葬
品
を
も
ち
、
伴
出
し
た
棺
釘
の
中
に
は
銀
張
方
頭
の
飾
り
釘
が
あ
っ
て
、
王
陵
に
匹
敵
す
る
内
容
を
有
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
博
室
は
、
武
寧
王
公
・
宋
山
里
六
号
墳
以
外
で
は
、
校
村
里
二
・
三
号
墳
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
壕
を
一
部
利
用
し
た
も
の
を
含
め
て
も
、
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た
こ
と
か
ら
、

他
の
例
で
も
、

200

100

　
　
　
　
　
　
二
人
の
被
葬
者
が
石
室
の
主
軸
に
並
行
方
向
に
、

　
　
　
　
　
　
同
様
な
埋
葬
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

㎝
と
規
模
的
に
は
百
済
地
域
の
石
室
の
中
で
は
最
大
級
だ
が
、

一
人
の
埋
葬
を
意
図
し
た
と
み
ら
れ
る
点
で
特
異
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
⑭

　
竪
穴
式
石
室
や
竪
穴
系
横
口
式
石
室
を
埋
葬
主
体
と
す
る
古
墳
は
、
公
募
地
域
と
連
山
地
域
で
類
例
が
知
ら
れ
、
そ
の
数
は
横
穴
式
石
室
を

埋
葬
主
体
と
す
る
古
墳
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
多
い
。
構
造
的
に
は
、
側
壁
だ
け
で
は
な
く
短
壁
も
塊
石
積
み
に
す
る
点
が
、
錦
江
－
段
階
の

連
山
地
域
で
み
ら
れ
た
竪
穴
式
石
室
と
異
な
り
、
竪
穴
系
横
口
重
石
室
で
は
そ
の
一
方
が
被
葬
者
埋
葬
の
際
の
入
口
に
な
る
。
床
面
に
は
礫
を

敷
き
、
両
端
に
副
葬
品
を
上
納
す
る
空
間
を
も
つ
も
の
も
あ
る
。
副
葬
品
の
内
容
は
、
盗
掘
の
た
め
本
来
の
セ
ッ
ト
を
推
測
さ
せ
る
も
の
に
欠

宋
山
里
古
墳
群
と
そ
の
周
辺
に
限
ら
れ
、
そ
の
使
用
が
非
常
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
持
送
り
平
天
井
石
室
は
、
玄
室
平
面
が
長
方
形
で
袖
部
を
石
積
み
で
形
成
し
、
特

に
磁
壁
を
大
き
く
内
側
に
持
ち
送
っ
て
平
ら
な
天
井
石
を
の
せ
る
も
の
で
あ
る
。
基

本
的
に
片
袖
式
で
あ
る
が
、
笠
半
里
（
羅
浦
里
）
七
号
墳
（
8
）
の
よ
う
な
両
袖
式
の
も

の
も
存
在
し
、
羨
道
は
塊
石
を
積
ん
で
閉
塞
さ
れ
る
。
公
州
地
域
で
は
公
州
邑
の
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
⑫

側
に
分
布
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
、
扶
余
地
域
・
連
山
地
域
・
益
山
地
域
で
そ
れ
ぞ
．

れ
類
例
が
知
ら
れ
る
。
副
葬
品
と
し
て
は
、
土
器
や
棺
釘
・
鎭
座
金
具
以
外
に
は
、

金
銅
製
耳
環
・
勾
玉
・
銀
製
銃
具
な
ど
の
存
在
が
断
片
的
に
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

被
葬
者
数
に
つ
い
て
は
、
表
井
里
七
九
一
一
三
号
墳
（
5
）
で
は
、
棺
台
が
二
次
に
わ

た
っ
て
造
ら
れ
、
鎧
座
金
具
が
四
個
一
セ
ヅ
ト
で
ニ
セ
ヅ
ト
分
原
位
置
で
発
見
さ
れ

　
　
　
首
座
金
具
付
の
木
棺
に
納
め
ら
れ
て
相
次
い
で
埋
葬
さ
れ
た
状
況
が
わ
か
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
が
、
表
細
筆
八
一
i
六
号
墳
は
、
玄
室
幅
二
五
〇
c
皿
、
同
長
四
四
〇

　
　
玄
室
中
央
に
長
さ
二
二
四
㎝
、
幅
一
一
七
㎝
、
高
さ
五
〇
㎝
の
棺
台
が
造
ら
れ
、
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け
る
が
、
土
器
類
の
ほ
か
に
は
、
刀
子
・
鉄
聾
・
紡
錘
車
・
鉄
斧
・
鉄
鎌
程
度
と
一
般
に
貧
弱
で
あ
る
。
し
か
し
、
宋
山
里
一
・
四
号
墳
の
前

面
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
す
る
宋
山
里
七
・
八
号
墳
（
4
）
か
ら
は
、
金
製
耳
飾
、
銀
製
釧
、
各
種
ガ
ラ
ス
玉
、
銀
製
装
飾
品
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
棺
釘
が
出
土
す
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
棺
を
使
用
し
た
埋
葬
が
想
定
さ
れ
る
。
被
葬
老
数
に
つ
い
て
は
、
竪
穴
系
横
口
留
石
室
の

場
合
、
そ
の
構
造
上
追
葬
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
木
棺
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
な
ら
ば
、
規
模
的
に
木
棺
を
複
数
埋
葬
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
ま
た
、
表
富
里
八
一
一
一
号
墳
（
6
）
の
よ
う
に
、
幅
が
一
〇
〇
c
m
を
超
え
る
も
の
で
も
、
石
室
中
央
に
棺
台
を
一
つ
だ
け
造
っ
て
お

り
、
竪
穴
式
石
室
や
竪
穴
系
横
口
式
石
室
の
被
葬
者
は
、
基
本
的
に
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
錦
江
∬
期
に
は
種
々
の
埋
葬
主
体
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
新
た
に
現
わ
れ
た
副
葬
土
器
の
構
成
や
、
釘
・
単
座
金
具
を

用
い
た
木
棺
の
使
用
な
ど
、
他
の
墓
制
の
基
本
的
な
要
素
は
埋
葬
主
体
の
差
を
こ
え
て
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
種
々
の
要
素
の
多
く

は
、
こ
の
時
期
に
新
た
に
現
わ
れ
、
そ
の
起
源
を
漢
江
下
流
域
に
求
め
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
こ
の
時
期
に
新
た
に

現
わ
れ
た
横
穴
式
石
室
は
、
漢
江
下
流
域
か
ら
高
句
麗
な
い
し
楽
浪
に
そ
の
系
譜
を
た
ど
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
横
穴
式
石
室
の
伝

播
は
同
時
に
、
一
石
室
内
に
二
人
の
被
葬
老
（
恐
ら
く
そ
の
多
く
は
夫
婦
）
を
埋
葬
す
る
、
と
い
う
風
習
も
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
埋
葬
主
体
に
か

か
わ
ら
ず
こ
の
時
期
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
釘
で
組
み
立
て
ら
れ
た
木
棺
の
使
用
は
、
高
句
麗
の
横
穴
式
石
室
や
、
漢
江
下
流
域
の
土
鑛

墓
・
石
榔
墓
に
類
例
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
か
ら
新
た
に
古
墳
の
副
葬
に
使
わ
れ
る
土
器
の
多
く
も
、
最
近
の
調
査
の
進
展
に
よ
り
、
そ
の
源
流
を
漢
江
下
流
域
に

求
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。
ま
ず
、
三
足
杯
に
つ
い
て
は
、
熊
津
遷
都
後
に
杯
に
足
を
つ
け
る
こ
と
で
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
下
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
あ
る
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
の
夢
村
土
城
の
発
掘
調
査
の
進
展
に
よ
り
、
五
世
紀
代
の
漢
江
下
流
域
に
す
で
に
三
足
杯
が

存
在
し
、
逆
に
杯
は
主
体
的
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。
ま
た
、
短
頸
壷
・
有
蓋
左
註
・
筒
形
器
台
な
ど
も
、
漢
江
下
流
域
の

夢
村
土
城
や
石
村
洞
古
墳
群
出
土
土
器
に
同
様
の
も
の
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
短
頸
壷
の
系
譜
が
石
村
洞
古
墳
群
に
み
ら
れ
る
肩
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

格
子
文
帯
を
も
つ
溝
隠
壷
に
、
さ
ら
に
は
中
国
青
磁
四
耳
壷
に
た
ど
れ
る
こ
と
や
、
漢
江
下
流
域
に
み
ら
れ
る
三
足
盤
が
青
銅
製
な
い
し
青
磁
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⑰

製
の
三
足
盤
の
模
倣
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
足
杯
の
成
立
に
中
国
の
三
足
器
の
伝
統
が
関
係
す
る
と
考
え
る
な
ら
ぼ
、
先
に
あ
げ
た
諸
器

種
の
出
現
し
た
地
域
は
、
錦
江
下
流
域
よ
り
も
、
中
国
と
の
文
化
的
関
係
が
想
定
さ
れ
る
四
・
五
世
紀
代
の
漢
江
下
流
域
と
す
る
ほ
う
が
妥
当

で
あ
る
。
た
だ
、
三
足
杯
・
有
蓋
高
峯
・
筒
形
青
照
は
、
漢
江
下
流
域
で
は
生
活
遺
構
か
ら
主
に
出
土
す
る
こ
と
や
、
錦
江
一
a
段
階
に
三
足

杯
C
類
の
類
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
下
種
が
錦
江
五
期
に
な
っ
て
錦
江
下
流
域
で
本
格
的
に
出
現
す
る
の
か
、
そ
れ
以
前
の
段
階
で

す
で
に
錦
江
下
流
域
の
生
活
の
場
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
て
、
錦
江
豆
期
に
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
が
、
問
題
と

な
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
短
頸
紙
に
つ
い
て
は
、
漢
江
下
流
域
で
四
世
紀
代
か
ら
副
葬
に
用
い
ら
れ
る
主
要
言
種
の
一
つ
で
あ
り
、
錦

江
∬
期
に
お
け
る
副
葬
用
土
器
の
器
種
の
変
化
に
お
い
て
も
、
漢
江
下
流
域
の
伝
統
の
な
ん
ら
か
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
錦
江
豆
期
の
墓
制
に
は
、
錦
江
一
期
の
伝
統
を
引
く
在
地
的
な
要
素
、
あ
る
い
は
漢
江
下
流
域
以
外
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
要
素
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
、
竪
穴
式
石
室
や
竪
穴
系
横
母
式
石
室
で
あ
る
。
竪
穴
式
石
室
は
、
錦
江
－
期
で
連
山
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
存
在
し
、
漢
江
下
流
域
で
は
類
例
が
乏
し
く
、
前
段
階
か
ら
の
在
地
的
な
埋
葬
主
体
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
竪
穴
洋
藍
口
式
石
室
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

伽
耶
地
域
に
そ
の
系
譜
を
求
め
得
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
土
器
で
は
、
漢
江
下
流
域
で
主
体
的
な
存
在
が
み
ら
れ
な
い
杯
B
類
は
、
錦
江
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

流
域
に
お
い
て
伝
統
的
な
器
種
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
連
山
地
域
に
お
い
て
は
、
錦
江
K
a
段
階
ま
で
広
口
長
頸
壷
や
高
慢
形
器

台
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
た
だ
、
以
上
の
よ
う
な
在
地
的
な
要
素
は
、
錦
江
H
期
の
墓
欄
の
中
で
主
体
的
な
位
鐙
を
占
め
る

の
で
は
な
く
、
全
体
の
墓
制
の
中
で
断
片
的
に
見
い
だ
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
前
段
階
に
明
ら
か
に
独
自
の
墓
制
が
存
在
し
て
い
た
連
山
地
域

で
は
、
錦
江
豆
a
期
に
造
墓
の
中
心
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
表
井
里
古
墳
群
一
九
八
一
年
調
査
区
で
、
広
口
略
意
壷
や
高
等
形
器
台
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
埋
葬
主
体
は
竪
穴
系
横
口
式
石
室
が
多
く
、
持
送
り
平
天
井
石
室
で
あ
る
六
号
墳
も
、
玄
室
中
央
に
棺
台
を
設
置
し
て
、
単

葬
を
志
向
し
て
い
る
な
ど
、
在
地
的
な
要
素
が
比
較
的
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
。
し
か
し
、
続
く
錦
江
E
b
期
以
降
に
造
墓
が
な
さ
れ
る
表
藤
里

古
墳
群
一
九
七
九
年
調
査
区
で
は
、
竪
穴
系
横
湿
式
石
室
の
存
在
以
外
に
は
、
在
地
的
な
要
素
が
見
い
だ
さ
れ
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、

錦
江
H
期
に
現
わ
れ
た
新
た
な
墓
調
が
、
前
段
階
か
ら
存
在
し
た
墓
制
を
解
体
・
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
過
程
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
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ま
た
、
各
種
の
埋
葬
主
体
や
、
そ
れ
ら

の
古
墳
群
内
の
構
成
は
、
同
様
に
存
在
す

る
の
で
は
な
く
、
階
層
差
や
地
域
差
を
持

ち
つ
つ
現
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
、
埋
葬
主
体
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ

の
数
や
副
葬
品
の
内
容
な
ど
か
ら
考
え
て
、

横
穴
式
石
室
が
竪
穴
式
石
室
や
竪
穴
系
横

口
式
石
室
よ
り
上
の
階
層
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
竪
穴
式
石
室
を
埋

葬
主
体
と
す
る
古
墳
の
中
に
は
、
建
山
三

七
・
八
号
墳
の
よ
う
に
、
比
較
的
多
く
の

副
葬
品
を
も
つ
例
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合

で
も
、
位
置
関
係
か
ら
み
て
、
宋
山
里
一

・
四
号
墳
の
陪
葬
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
被
葬
者
の
社
会

的
な
立
場
も
、
従
属
的
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
横

穴
式
石
室
の
中
で
も
、
持
送
り
平
天
井
石

室
よ
り
も
、
窺
譲
状
天
井
石
室
が
階
層
的
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に
上
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
も
砂
船
ク
一
7
，
λ
の
も
の
は
、
玄
室
規
模
他
副
葬
品
の
内
容
な
ど
に
お
い
て
卓
越
し
て
い
る
。
中
国
南
朝
か
ら

の
技
術
の
導
入
に
よ
り
造
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
煙
室
も
、
王
国
ク
ラ
ス
の
埋
葬
主
体
と
し
て
の
み
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
埋
葬

主
体
は
、
大
型
の
窺
隆
状
天
井
石
室
（
ま
た
は
居
室
）
一
竃
膏
血
天
井
石
室
一
業
送
り
平
天
井
石
室
－
竪
穴
式
石
室
・
竪
穴
系
横
口
式
石
室
と
い

う
序
列
が
想
定
で
き
る
。

　
次
に
、
こ
う
し
た
各
種
の
埋
葬
主
体
の
古
墳
群
内
の
組
み
合
せ
を
み
て
み
る
と
、
（
a
）
謬
錯
状
天
井
石
室
を
主
体
と
す
る
も
の
と
、
（
b
）

持
送
り
平
天
井
石
室
と
竪
穴
式
石
室
・
竪
穴
系
横
島
式
石
室
を
主
体
と
す
る
も
の
に
大
別
で
き
る
。
a
類
の
古
墳
群
は
、
悪
澄
地
域
に
お
い
て

は
、
宋
山
里
古
墳
群
や
熊
津
洞
古
墳
群
の
よ
う
に
、
公
州
市
街
の
北
側
に
分
布
す
る
。
ま
た
、
益
山
地
域
で
は
、
難
聴
里
古
墳
群
や
熊
浦
里
古

墳
群
で
調
査
さ
れ
た
錦
江
－
期
に
属
す
る
古
墳
の
大
部
分
は
横
、
穴
式
石
室
で
あ
り
、
先
述
の
笠
店
里
一
号
墳
の
よ
う
な
豊
富
な
副
葬
品
を
も
つ

誓
事
状
天
井
石
室
も
存
在
し
て
お
り
、
a
類
に
あ
て
ら
れ
る
。
一
方
、
b
類
の
古
墳
群
は
、
野
州
市
街
の
南
側
に
分
布
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
遵
山
地
域
で
は
、
禽
獣
里
一
九
七
九
年
調
査
区
・
一
九
八
一
年
調
査
区
と
も
b
類
に
あ
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
2
つ
の
タ
イ
プ
の
古
墳
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
a
類
ー
レ
類
、
と
い
う
序
列
が
想
定
で
き
、
そ
れ
は
、
軽
部
慈
恩
属
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
古
墳
群
を
造
営
す
る
集
団
の
階
層
差
を
反
映

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
的
な
広
が
り
を
み
れ
ば
、
王
都
で
あ
っ
た
公
州
地
域
で
は
両
脚
が
共
存
し
、
益
山
地
域
で
も
a
類
が

存
在
す
る
の
に
対
し
て
、
連
山
地
域
で
は
b
類
の
み
で
あ
る
。
今
後
連
山
地
域
で
も
a
類
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た

分
布
差
か
ら
は
、
各
地
域
ご
と
の
造
墓
集
団
問
の
階
層
差
の
存
在
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

　
以
上
の
様
相
を
整
理
す
る
と
、
錦
江
豆
期
の
墓
制
は
、
埋
葬
主
体
は
多
様
で
あ
る
が
、
副
葬
土
器
な
ど
他
の
墓
制
の
要
素
は
基
本
的
に
共
通

し
、
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
漢
江
下
流
域
に
起
源
を
求
め
ら
れ
る
。
在
地
的
な
要
素
も
部
分
的
に
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
断
片
的
で
、
墓

制
全
体
の
中
で
は
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
埋
葬
主
体
や
そ
れ
ら
の
古
墳
群
内
に
お
け
る
構
成
か
ら
階
層
差
の
存
在
が

想
定
さ
れ
、
そ
れ
は
地
域
内
と
と
も
に
、
各
地
域
間
、
あ
る
い
は
地
域
ご
と
の
造
墓
集
団
の
間
に
見
い
だ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
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朝鮮半島錦江下流域の三国暗代墓制（吉井）

　
3
　
錦
江
璽
期
の
墓
制
（
図
1
0
）

　
五
三
八
年
に
百
済
の
王
都
は
扶
余
に
遷
都
し
、
意
識
の
墓
域
も
陵
山
里
古
墳
群
に
移
動
す
る
。
そ
の
直
後
の
陵
山
里
－
段
階
は
、
前
章
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
填
室
の
模
倣
か
ら
始
ま
っ
て
平
斜
天
井
石
室
が
確
立
す
る
ま
で
の
過
渡
期
と
い
え
る
。
そ
の
過
程
で
、
王
陵
で
は
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

天
井
石
室
と
平
天
井
石
室
が
新
た
な
石
室
型
式
と
し
て
現
わ
れ
る
。
ト
ン
ネ
ル
天
井
石
室
は
、
業
余
地
域
の
逓
露
里
大
塚
な
ど
に
粗
い
切
石
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
の
も
の
が
、
ま
た
、
公
州
地
域
の
梧
谷
里
古
墳
や
扶
余
地
域
の
基
岩
正
員
〇
号
墳
に
塊
石
積
み
の
類
例
が
知
ら
れ
る
が
、
伴
出
遺
物
が
良
好

な
例
を
欠
く
た
め
、
王
陵
と
の
正
確
な
並
行
関
係
や
性
格
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
平
天
井
石
室
は
、
後
述
の
通
り
、
類
例
の
多
く
は
む
し

ろ
次
の
段
階
に
見
い
だ
さ
れ
る
。

　
そ
れ
ら
に
対
し
、
錦
江
下
流
域
の
墓
制
の
変
遷
に
お
い
て
、
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
陵
山
里
E
段
階
（
一
錦
江
皿
期
）
の

王
陵
に
お
け
る
平
斜
天
井
石
室
の
定
型
化
と
、
同
石
室
の
普
及
で
あ
る
。
扶
余
地
域
で
は
、
陵
山
里
古
墳
群
を
は
じ
め
と
し
て
、
錦
江
両
岸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
聡
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
⑳

現
在
の
扶
余
郡
内
に
数
多
く
の
例
が
知
ら
れ
る
ほ
か
、
総
州
地
域
、
益
山
地
域
、
連
山
地
域
で
も
、
そ
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
石
室
の
玄
室
長
と
幅
を
検
討
し
て
み
る
と
、
東
潮
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
陵
山
里
古
墳
群
・
陵
山
里
東
古
墳
群
の
石
室
が
、
他
の
も
の
に

く
ら
べ
て
規
模
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
（
図
9
）
。
ま
た
、
規
模
か
ら
み
て
、
益
山
大
王
墓
（
7
）
・
小
人
墓
も
、
王
陵
級
の
古
墳
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
、
平
斜
天
井
石
室
の
構
築
法
を
み
て
み
る
と
、
陵
山
里
古
墳
群
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
全
体
を
切
石
な
い
し
板
石
で
構
築
す
る
も
の

（
a
類
）
の
ほ
か
に
、
側
壁
部
を
板
石
、
斜
天
井
部
を
割
石
で
構
築
す
る
も
の
（
b
類
、
5
）
、
全
体
を
塊
石
で
構
築
す
る
も
の
（
c
類
、
6
）
が
存

在
す
る
。
a
類
に
は
、
王
陵
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
精
巧
な
造
り
の
も
の
が
あ
る
一
方
、
石
面
の
加
工
が
粗
い
例
や
、
六
天
井
部
が
十
分
に
斜
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
な
ら
な
か
っ
た
り
、
側
壁
部
と
斜
天
井
部
の
境
の
目
地
が
通
ら
な
い
例
が
あ
る
。
b
類
は
、
側
壁
部
と
斜
天
井
部
の
境
の
目
地
が
通
ら
な
い

も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、
斜
行
井
部
も
、
割
石
で
構
築
す
る
た
め
に
乱
雑
で
あ
る
。
さ
ら
に
。
類
で
は
、
蝋
石
で
構
築
す
る
た
め
、
側
壁
部
と

斜
天
井
部
の
境
が
不
明
確
で
あ
る
も
の
が
多
く
、
奥
壁
も
、
塊
石
で
構
築
す
る
も
の
に
は
若
干
の
持
送
り
が
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
天
井
形
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玄
室
幅

あ
る
一
方
、

は
、
東
下
塚
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、

　
こ
の
ほ
か
、
連
山
地
域
で
は
、

⑫り
、
六
漁
灯
五
号
墳
の
よ
う
な
、

　
⑬

石
室
は
、
玄
門
の
構
造
や
、

　
こ
の
時
期
の
古
墳
の
副
葬
品
は
、

よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
中
で
、

六
谷
里
九
号
墳
の
よ
う
に
門
柱
石
を
立
て
た
玄
門
構
造
を
も
つ
塊
石
造
り
の
も
の
も
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
井
形
態
か
ら
平
天
井
石
室
と
さ
れ
る
も
の
の
中
に
は
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
系
統
は
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
副
葬
土
器
か
ら
み
て
、
錦
江
皿
期
で
も
竪
穴
系
横
口
式
石
室
が
埋
葬
主
体
と
し
て
採
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
塊
石
積
み
無
袖
の
小
石
室
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
豊
州
地
域
の
独
特
の
石
室
型
式
と
し
て
知
ら
れ
る
斜
天
井

　
　
　
　
　
　
切
石
造
り
で
あ
る
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
や
は
り
同
時
期
の
築
造
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
器
類
・
耳
環
・
銀
製
冠
飾
の
ほ
か
若
干
の
鉄
器
類
が
知
ら
れ
る
程
度
で
、
全
体
に
薄
葬
傾
向
に
向
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
陵
ク
ラ
ス
の
墓
に
は
、
中
上
塚
・
益
山
大
王
墓
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
漆
塗
で
飾
釘
を
使
用
し
た

態
の
み
か
ら
み
れ
ば
、
持
送
り
平
天
井
石
室
と
の
区
別
に
苦
し
む
も
の
も
あ
る
。
し
か

し
、
a
類
と
同
様
に
両
袖
部
に
門
柱
石
を
立
て
て
、
時
に
枢
石
も
備
え
る
板
石
閉
塞
に

対
応
し
た
玄
門
構
造
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
字
送
り
平
天
井
石
室
に
く
ら
べ
て
、
大
振

り
の
石
材
を
使
う
傾
向
に
あ
る
点
な
ど
に
お
い
て
、
a
類
の
平
斜
天
井
石
室
の
影
響
を

受
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
平
斜
天
井
石
室
の
範
疇
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
斜

天
井
石
室
に
は
、
構
築
法
の
差
異
を
こ
え
て
王
陵
の
形
態
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
志
向

性
が
想
定
で
き
、
そ
の
一
方
、
切
石
の
加
工
技
術
が
一
般
に
普
及
し
得
な
い
高
度
な
技

術
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
な
ら
ば
、
王
陵
に
み
ら
れ
る
構
築
法
と
の
共
通
性
の
有
無

に
よ
っ
て
、
a
類
I
b
類
一
。
類
、
と
い
う
序
列
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
同
系
統
の
石
室
内
の
構
築
法
の
差
は
、
平
天
井
石
室
の
揚
合
で
も
認
め
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
六
谷
二
六
号
墳
の
よ
う
に
、
切
石
造
り
な
い
し
板
石
造
り
の
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
石
室
の
弓
形
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
坐
天
井
石
室
の
寒
天
井
部
が
退
化
し
た
と

ge　（go）
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図10錦江匿期の古墳の埋葬主体とその分布（埋葬主体の縮尺250分の1）

1　西下塚　　2　陵山里7号墳　　3　六谷里7号墳　　4　六谷黒6号墳
5　六谷里12号墳　　6　六谷里1号墳　　7　益山大王墓

木
棺
が
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
他
の
古
墳
と

の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
横
穴
式
石
室
は
、
時

期
が
下
が
る
に
つ
れ
て
玄
室
の
規
模
や
羨
道
長
が
縮
小

す
る
傾
向
に
あ
り
、
玄
室
幅
一
〇
五
㎝
で
二
人
の
埋
葬

が
認
め
ら
れ
る
籠
谷
里
六
号
墳
の
よ
う
な
例
も
あ
る
も

の
の
、
こ
の
晴
期
に
基
本
的
に
複
葬
か
ら
単
葬
へ
変
化

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
古
墳
の
分
布
に
つ
い
て
み
る
と
、
連
山
地
域
の
六
谷

里
古
墳
群
の
あ
り
方
が
興
味
深
い
。
こ
こ
で
は
、
一
九

八
六
年
の
調
査
に
よ
り
、
平
斜
天
井
石
室
七
基
、
平
天

井
石
室
二
基
、
型
式
不
明
の
石
室
四
基
の
、
横
穴
式
な

い
し
横
口
式
石
室
が
調
査
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
低
丘
陵

上
に
二
～
三
基
ず
つ
小
群
を
な
し
て
分
布
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
（
1
）
非
常
に
精
美
な
切
石
造
り
の
石
室

が
主
体
を
占
め
、
銅
心
金
張
耳
環
や
銀
製
冠
飾
が
出
土

し
た
小
群
（
六
・
七
・
九
号
墳
）
、
（
2
）
切
石
造
り
の
石

室
と
板
石
・
割
石
混
合
、
あ
る
い
は
塊
石
造
り
の
石
室

と
が
共
存
す
る
小
群
（
二
・
八
号
墳
や
、
「
O
・
＝
・
「

二
号
墳
）
、
（
3
）
塊
石
積
み
の
石
室
の
み
で
な
っ
て
い
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る
小
面
（
一
．
四
．
五
号
墳
）
に
大
別
で
き
る
。
（
1
）
類
型
の
類
例
と
し
て
は
、
陵
山
里
古
墳
群
、
空
谷
里
古
墳
群
、
亭
岩
里
古
墳
群
の
四
九
～

五
〇
号
墳
の
小
群
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
（
2
）
類
型
の
類
例
と
し
て
は
、
亭
岩
里
古
墳
群
の
四
四
～
四
六
号
墳
の
小
群
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
各
小
群
は
古
墳
を
継
起
的
に
造
営
し
た
小
集
団
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
各
小
群
の
類
型
の
差
、
つ
ま
り
平
斜

天
井
石
室
の
a
～
c
類
の
い
ず
れ
を
ど
の
程
度
採
用
で
き
た
か
は
、
古
墳
群
を
形
成
し
た
地
域
共
同
体
内
の
細
小
群
の
造
墓
集
団
間
の
格
差
を

反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
復
元
し
て
い
く
な
ら
ぼ
、
平
斜
天
井
石
室
な
い
し
平
天
井
石
室
と
い
う
王
陵
と
共
通
し
た

構
造
の
埋
葬
主
体
を
も
つ
古
墳
が
基
本
的
に
広
く
採
用
さ
れ
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
中
で
は
、
古
墳
群
な
い
し
そ
の
中
の
小
聖
ご
と
に
、
石
室
の
構

築
法
の
差
異
に
よ
る
格
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
ま
だ
実
体
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
竪
穴
系
横
口
式
石
室
な
ど
の
埋

葬
主
体
は
、
階
層
的
に
は
さ
ら
に
そ
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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①
扶
余
郡
草
村
面
素
沙
里
で
は
、
四
基
の
土
壌
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
土
器

　
か
ら
み
て
、
本
稿
で
い
う
錦
江
－
期
以
前
の
四
世
紀
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
思

　
わ
れ
る
。
そ
の
意
義
づ
け
に
つ
い
て
は
今
後
の
資
料
増
加
に
待
ち
た
い
。
安
承
周

　
・
朴
策
圏
「
百
済
古
墳
文
化
潮
研
究
一
顧
余
・
草
村
面
素
沙
里
百
済
黒
土
墓
暑
中

　
心
。
一
三
」
（
『
百
済
文
化
』
第
五
輯
、
一
九
七
一
年
。
翻
訳
と
し
て
、
－
武
末
純
一
訳

　
「
百
済
古
墳
文
化
の
研
究
i
扶
余
・
草
書
面
素
沙
里
百
済
土
城
墓
を
中
心
に
一
」

　
（
『
朝
鮮
考
古
学
年
報
』
＜
o
ド
b
。
、
一
九
七
五
年
）
）
。

②
早
薬
新
口
洞
古
墳
群
や
、
忠
清
南
早
天
原
鍔
際
南
面
花
誠
里
か
ら
の
出
土
例
が

　
知
ら
れ
る
。
李
隆
助
・
車
勇
茶
器
二
章
注
⑳
前
掲
文
献
、
小
田
富
士
雄
「
越
州
無

　
青
磁
を
伴
出
し
た
野
南
の
百
済
土
器
1
4
世
紀
の
百
済
土
器
・
そ
の
二
」
（
『
古
文

　
化
談
叢
』
第
＝
一
集
、
一
九
八
三
年
）
。

③
　
歩
武
蛭
藻
一
章
注
⑪
前
掲
文
献
二
九
～
三
一
頁
。

④
　
サ
武
柄
氏
は
円
形
透
孔
を
否
済
的
な
要
素
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
歩
武
姻
第

　
一
章
注
⑪
前
掲
文
献
四
一
頁
。

⑤
　
国
立
扶
余
博
物
館
蔵
品
の
高
甲
形
器
台
の
中
に
、
伝
扶
余
地
方
出
土
品
（
百
済

　
文
化
開
発
研
究
院
『
百
済
土
器
図
録
隔
（
以
下
『
土
器
図
録
』
と
略
称
）
八
七
番
）
、

　
羽
州
郡
灘
川
面
光
明
里
出
土
品
（
『
土
器
図
録
』
八
八
番
）
が
あ
る
。
ま
た
、
公
州

　
郡
長
岐
面
鳳
安
里
か
ら
脚
付
壷
の
出
土
例
が
知
ら
れ
る
。
安
承
周
「
公
州
鳳
安
里

　
出
土
百
済
土
器
」
（
『
百
済
文
化
』
第
九
輯
、
一
九
七
六
年
）
。

⑥
影
堂
周
第
三
早
注
⑤
一
九
六
八
年
前
掲
文
献
。

⑦
軽
部
慈
恩
「
公
選
に
於
け
る
百
済
古
墳
」
（
五
）
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
二
四
巻
第

　
六
号
、
一
九
三
四
年
）
。

⑧
斎
藤
忠
「
昭
和
一
四
年
度
に
於
け
る
刺
鮮
古
蹟
調
査
の
概
要
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』

　
第
三
〇
巻
第
一
号
、
　
一
九
四
〇
年
）
、
軽
部
慈
恩
「
百
済
古
墳
築
造
の
地
理
的
条

　
件
と
そ
の
樒
築
順
序
」
（
『
洋
本
大
学
三
島
教
養
部
研
究
年
報
』
第
一
輯
、
一
九
五

　
二
年
）
、
同
『
百
済
遣
跡
の
研
究
』
一
九
七
一
年
。

⑨
軽
部
慈
恩
「
公
州
に
於
け
る
百
済
古
墳
」
（
三
）
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
二
四
巻
第

　
三
号
、
一
九
三
四
年
）
三
三
頁
。

⑩
陵
山
里
割
石
塚
が
知
ら
れ
る
。

⑪
表
井
里
七
九
ー
コ
ニ
号
墳
・
同
八
一
一
六
号
墳
が
知
ら
れ
る
。
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⑫
笠
店
里
諺
～
入
号
墳
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
熊
浦
里
二
号
墳
は
石
室
床
面
の

　
半
分
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
窓
召
状
天
井
石
室
か
持
送
り
平
天
井
石
室

　
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

⑬
　
軽
部
慈
三
島
が
第
一
章
注
⑫
前
掲
文
献
で
分
布
状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。

⑭
表
井
里
一
九
七
九
年
調
査
区
二
九
八
一
年
調
査
区
の
ほ
と
ん
ど
の
埋
葬
主
体

　
が
竪
穴
系
横
法
式
石
室
と
さ
れ
る
。
前
者
は
錦
江
耳
b
段
階
以
降
、
後
者
は
錦
江

　
H
a
段
階
を
中
心
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮
勇
武
晒
第
一
章
注
⑪
前
掲
文
献
三
二
頁
。

⑯
全
栄
来
第
二
章
注
④
一
九
八
一
年
前
掲
文
献
、
金
元
耀
・
李
煕
溶
「
石
6
冒
石
村

　
洞
3
号
墳
斜
年
代
」
（
『
雪
渓
李
丙
姦
博
士
九
旬
紀
念
韓
国
史
学
論
叢
山
一
九
八
七

　
年
）
一
三
～
二
三
頁
、
定
森
秀
夫
「
韓
国
ソ
ウ
ル
地
域
出
土
三
國
時
代
土
器
に
つ

　
い
て
」
（
『
生
産
と
流
通
の
考
古
学
（
横
山
浩
一
先
生
退
官
記
念
論
文
集
一
）
』
一
九

　
八
九
年
）
、
四
五
四
頁
。

⑰
　
定
森
秀
夫
注
⑯
前
掲
文
献
四
四
七
～
四
陽
九
頁
、
螺
旋
獲
「
三
洲
熱
願
董
エ

　
量
」
（
『
夢
村
土
城
東
南
地
区
発
掘
調
査
報
告
』
一
九
八
八
年
）
一
九
七
～
一
九
八
頁
。

⑱
石
村
洞
古
墳
群
で
は
、
石
榔
墓
と
報
皆
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら

　
は
榔
の
周
囲
に
多
量
の
石
を
裏
込
め
風
に
配
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
出
土
土
器

　
か
ら
み
て
六
世
紀
中
葉
以
降
に
下
が
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

⑲
東
潮
「
新
羅
・
野
宿
知
述
干
壁
画
墳
に
慰
す
る
一
考
察
」
（
『
陶
画
敬
先
生
退
官

　
記
念
論
集
東
ア
ジ
ア
の
考
古
と
歴
史
』
上
、
一
九
八
七
年
）
五
〇
二
頁
。

⑳
五
世
紀
中
葉
ご
ろ
の
漢
江
下
流
域
の
土
器
と
錦
江
H
段
階
の
土
器
の
取
取
構
成

　
を
比
較
す
る
と
、
先
述
の
通
り
杯
B
類
は
漢
江
下
流
域
に
は
虫
体
的
に
存
在
し
な

　
い
が
、
杯
A
類
も
漢
江
下
流
域
で
は
類
例
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
受
け
部
の
形
態

　
か
ら
み
て
、
杯
A
類
は
杯
B
類
か
ら
派
生
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
杯
都

　
の
形
態
の
み
で
は
三
足
杯
A
類
と
共
通
性
が
高
い
。
ま
た
、
錦
江
江
期
以
降
の
三

　
足
杯
の
蓋
は
天
井
部
と
口
縁
部
の
境
に
稜
線
を
も
つ
二
審
に
つ
ま
み
が
つ
い
た
も

　
の
が
多
い
が
、
同
様
の
蓋
は
漢
江
下
流
域
で
は
み
ら
れ
な
い
。
三
足
杯
の
本
来
の

　
分
布
の
中
心
が
漢
江
下
流
域
に
あ
り
、
か
つ
錦
江
下
流
域
は
本
来
杯
類
の
分
布
域

　
で
あ
っ
た
と
い
う
仮
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
杯
A
類
は
、

　
錦
江
下
流
域
に
持
ち
込
ま
れ
た
三
足
杯
A
類
の
製
作
技
術
で
杯
を
製
作
し
た
結

　
果
、
稜
線
を
も
つ
三
足
杯
の
蓋
は
、
従
来
の
杯
蓋
に
つ
ま
み
を
つ
け
た
結
果
出
現

　
し
た
、
と
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

⑳
軽
部
慈
恩
「
公
署
に
於
け
る
百
済
古
墳
」
（
八
）
「
『
考
古
学
雑
誌
』
第
二
六
巻
第

　
四
号
、
一
九
三
六
年
）
二
四
頁
。

⑫
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
第
三
冊
、
一
九
一
六
年
七
五
六
～
七
六
〇
番
。

⑱
　
安
承
周
・
全
栄
来
第
一
評
注
⑥
前
掲
文
献
、
一
二
〇
頁
。

⑭
御
輿
基
・
徐
聲
勲
「
扶
余
亭
玉
里
古
墳
群
」
（
『
中
島
』
1
（
『
国
立
博
物
館
古
蹟

　
調
査
報
告
』
第
一
三
冊
）
、
一
九
八
一
年
）
。

⑳
　
陵
山
里
古
墳
群
の
他
に
は
、
豆
田
婁
古
墳
群
（
徐
聲
勲
「
豆
谷
里
門
済
廃
古
墳
」

　
（
『
考
古
学
』
第
五
・
六
合
輯
、
一
九
七
九
年
）
）
、
亭
黒
星
古
墳
群
（
野
壷
基
・
徐

　
聲
勲
注
⑳
前
掲
文
献
）
、
太
陽
里
古
墳
（
李
康
承
・
申
光
墾
「
扶
余
太
陽
墨
百
済
古

　
槽
猟
一
例
」
）
『
百
済
文
化
』
晶
弟
一
五
輯
、
　
一
九
八
一
二
年
）
）
の
報
出
P
が
あ
る
ほ
か
、
舶
安

　
仁
求
第
一
章
注
⑤
前
掲
文
献
に
多
く
の
測
量
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
九
岩
里
古
墳
（
安
承
周
第
一
章
注
⑥
一
九
七
五
年
前
掲
文
献
一
二
～
一
三
頁
）

　
甫
通
洞
四
ロ
ー
9
墳
、
陵
蒔
古
墳
（
軽
部
慈
恩
第
一
章
注
⑫
前
掲
文
献
）
が
あ
る
。

⑳
　
益
霞
大
王
塞
・
小
王
墓
の
ほ
か
、
城
南
里
古
墳
群
・
罷
頭
里
古
墳
群
で
そ
の
存

　
在
が
知
ら
れ
る
（
追
完
墾
「
古
墳
・
陶
窯
赴
」
（
『
益
山
郡
文
化
財
地
表
面
査
報
皆

　
堂
田
』
一
九
八
六
年
）
）
。

⑱
　
表
繭
紬
一
九
六
九
年
調
査
墳
、
同
七
九
i
＝
冨
写
墳
、
六
谷
里
一
九
七
ヨ
年
調

　
画
讃
、
同
一
～
三
・
七
二
〇
～
＝
一
号
墳
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑲
　
山
果
漁
醐
・
田
山
－
俊
明
第
二
音
叩
注
⑳
仙
朋
掲
文
献
、
　
一
～
二
六
百
ハ
。

⑳
　
例
え
ば
樋
門
里
四
九
号
墳
な
ど
。

⑪
　
例
え
ば
豆
谷
里
一
〇
号
墳
は
、
奥
歯
が
方
形
を
な
し
て
平
天
井
石
室
に
分
類
さ

　
れ
る
べ
き
だ
が
、
側
壁
の
携
三
法
は
平
斜
天
井
石
室
a
類
そ
の
も
の
で
あ
る
。
先
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述
の
よ
う
に
、
平
斜
天
井
石
蜜
に
は
斜
天
井
部
が
最
早
な
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
豆
谷
里
～
○
月
忌
の
よ
う
な
形
態
を
経
て
、
例
え
ば
六
谷
里
六
号
墳
の
よ
う
な

小
規
模
の
平
天
井
石
室
へ
変
化
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑳
　
例
え
ば
表
井
里
一
九
七
九
－
七
号
墳
。

⑳
　
柿
木
洞
一
・
二
号
墳
、
校
村
里
六
号
墳
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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四
　
錦
江
下
流
域
の
三
国
時
代
墓
制
の
変
遷
が
意
味
す
る
も
の

　
前
章
に
お
い
て
、
三
期
に
分
け
て
錦
江
下
流
域
の
三
分
時
代
墓
制
の
変
遷
を
検
討
し
た
。
こ
う
し
た
変
遷
は
、
錦
江
下
流
域
の
三
国
時
代
史

を
考
え
て
い
く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
以
下
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
錦
江
一
期
に
は
、
竪
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
と
し
、
広
口
長
頸
壷
二
筒
杯
事
器
台
・
把
手
覆
鉢
な
ど
を
主
体
と
し
た
土
器
が
副
葬
さ

れ
る
墓
制
が
連
山
地
域
で
認
め
ら
れ
、
そ
れ
は
、
新
羅
・
伽
耶
的
要
素
と
百
済
的
要
素
を
合
わ
せ
持
ち
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
、
他
の
地
域

に
は
み
ら
れ
な
い
独
自
の
墓
欄
で
あ
る
と
評
価
で
き
た
。
同
時
代
、
百
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
漢
江
下
流
域
で
は
、
積
石
塚
、
の
ち
に
は
横
穴

式
石
室
を
埋
葬
主
体
と
す
る
古
墳
が
中
心
を
し
め
る
墓
制
が
展
開
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
分
布
は
漢
江
下
流
域
を
大
き
く
こ
え
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
一
方
、
全
早
撃
道
の
栄
山
江
流
域
で
は
、
甕
・
魅
・
長
螺
壺
な
ど
を
主
体
と
し
た
土
器
を
副
葬
し
墳
丘
内
に

大
型
甕
棺
を
複
数
埋
葬
す
る
墓
制
が
、
全
羅
北
道
東
側
の
南
原
・
任
実
地
域
で
は
、
慶
尚
南
堤
高
霊
地
域
の
墓
制
に
よ
く
似
た
伽
耶
的
な
墓
制

　
　
　
　
　
　
②

が
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
百
済
地
域
に
お
い
て
は
、
独
自
の
墓
制
が
、
地
理
的
に
区
分
さ
れ
る
小
地
域
を
単
位
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
く
つ
か
認
め
ら
れ
、
在
地
の
地
域
共
同
体
が
そ
う
し
た
墓
制
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
漢
江
下
流
域
の
墓

制
が
他
の
墓
制
よ
り
卓
越
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
な
い
こ
と
や
、
後
の
墓
制
の
あ
り
方
と
比
較
し
た
と
き
、
こ
の
時
期
で
は
、
百
済
中
央

勢
力
の
政
治
的
な
影
響
力
が
百
済
地
域
の
各
地
に
あ
る
程
度
広
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
そ
れ
は
各
地
域
共
同
体
の
有
す
る
独
自

の
墓
制
の
あ
り
方
を
強
く
規
制
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
連
山
地
域
の
場
合
、
副
葬
土
器
の
一
部
の
甘
美
に
共
通
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
少
な
く
と
も
漢
江
下
流
域
と
の
な
ん
ら
か
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の
文
化
的
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
各
地
域
の
墓
制
の
う
ち
、
栄
山
江
流
域
や
南
原
・
任
実
地
域
で
は
、
漢
江
下
流
域
と

同
様
に
、
大
型
の
墳
丘
・
埋
葬
主
体
や
豊
富
な
副
葬
品
を
持
つ
首
長
墓
と
認
定
で
き
る
古
墳
が
存
在
す
る
の
に
対
し
、
連
山
地
域
で
は
、
そ
う

し
た
古
墳
が
現
状
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
漢
城
陥
落
に
伴
う
遷
都
の
地
と
し
て
錦
江
下
流
域
が
選
ば
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
期

に
す
で
に
百
済
中
央
勢
力
が
、
他
の
地
域
に
く
ら
べ
て
錦
江
下
流
域
に
か
な
り
の
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
十
分
有
り
得
る
こ
と
で
、
そ

れ
が
連
山
地
域
の
地
域
共
同
体
が
酋
長
墳
を
造
る
こ
と
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
た
、
と
い
う
解
釈
も
現
状
で
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今

後
こ
の
地
域
で
首
長
墓
級
の
古
墳
の
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
残
っ
て
お
り
、
そ
の
可
否
は
調
査
の
進
展
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
。

　
錦
江
H
期
に
な
る
と
、
埋
葬
主
体
・
副
葬
土
器
な
ど
多
く
の
面
に
お
い
て
、
墓
制
の
様
相
は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
の
要
素
の
多
く
が
、
漢
江

下
流
域
に
起
源
を
求
め
得
る
こ
と
や
、
年
代
的
な
関
係
か
ら
考
え
て
、
墓
制
の
変
化
の
原
因
が
、
百
済
の
熊
津
遷
都
に
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違

い
な
い
。
ま
た
、
埋
葬
主
体
や
そ
の
古
墳
夏
虫
で
の
構
成
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
階
層
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
埋
葬
主
体
の
う
ち
、

最
上
層
に
属
す
る
大
型
の
窺
心
血
天
井
石
室
や
幻
象
は
、
遷
都
に
伴
い
熊
津
に
や
っ
て
き
た
百
済
中
央
勢
力
の
頂
点
に
立
つ
王
や
王
族
の
墓
に

使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
最
下
層
に
属
す
る
竪
穴
式
石
室
・
竪
穴
糞
溜
口
式
石
室
は
、
そ
の
伝
統
か
ら
す
れ
ば
、
在
地
の
人
々
が
採
用

し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
先
述
の
二
種
類
の
古
墳
群
の
類
型
の
う
ち
、
基
本
的
に
、
a
類
の
古
墳
群
の
造
墓
集
団
は
熊
津
遷
都
と
と
も

に
移
っ
て
き
た
百
済
中
央
勢
力
、
b
類
の
古
墳
群
の
造
墓
集
団
は
在
地
の
地
域
共
同
体
の
有
力
者
、
と
い
っ
た
想
定
が
可
能
で
あ
る
。
墓
制
の

中
に
在
地
的
要
素
が
断
片
的
に
残
存
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
錦
江
H
期
の
墓
制
の
様
相
は
、
基
本
的
に
は
在
地
の
地
域
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

同
体
を
、
漢
江
下
流
域
か
ら
移
動
し
て
き
た
百
済
中
央
勢
力
が
そ
の
支
配
下
に
組
み
込
ん
だ
状
況
を
象
微
的
に
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
錦
江
丑
期
の
墓
制
の
動
向
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
持
送
り
平
天
井
石
室
の
あ
り
方
で
あ
る
。
横
穴
式
石
室
の
中
で
も
、
窺

隆
状
天
井
石
室
を
埋
葬
主
体
と
す
る
古
墳
が
、
数
・
分
布
と
も
限
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
持
送
り
平
天
井
石
室
は
公
州
地
域
の
他
に
、
扶
余
地

域
・
連
山
地
域
・
益
山
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
る
。
埋
葬
主
体
の
系
統
で
は
百
済
中
央
勢
力
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
在
地
系

の
竪
穴
式
石
室
・
竪
穴
系
横
口
式
石
室
を
主
と
す
る
b
類
の
古
墳
群
の
中
で
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
場
合
、
表
面
里
八
一
一
六
号
墳
の
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よ
う
に
、
副
葬
土
器
や
棺
台
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
、
在
地
的
な
変
容
を
み
せ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
考
え
れ
ば
、
そ
の
被
葬
者
は
、
む
し
ろ
在

地
勢
力
の
有
力
者
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
百
済
中
央
勢
力
は
、
彼
ら
を
掌
握
す
る
こ
と
で
各
地
域
共
同
体
を
支
配
し
、
そ
の
か
わ
り
に
、

彼
ら
は
横
穴
式
石
室
を
採
用
し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
持
送
り
平
天
井
石
室
は
、
六
世
紀
を
前
後
す
る
時
期
に
は
、
錦
江
下
流
域
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

で
は
な
く
、
全
羅
北
道
井
邑
郡
永
元
面
隠
仙
里
古
墳
群
、
同
南
原
郡
二
白
面
草
村
里
古
墳
群
、
全
羅
懸
道
長
城
翼
長
城
邑
鈴
泉
里
古
墳
、
同
海

　
　
　
　
　
　
　
　
畠
⑨

南
郡
豊
松
黒
造
山
古
墳
な
ど
、
全
羅
道
各
地
に
も
出
現
す
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
石
室
の
基
本
的
な
構
造
や
、
杯
・
短
頸
壺
・
瓶
な
ど
の
副

葬
、
鎭
座
金
具
付
き
の
木
棺
の
使
用
な
ど
か
ら
、
基
本
的
に
百
済
中
央
勢
力
と
同
様
の
差
響
全
体
を
受
容
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の

段
階
を
境
に
、
栄
山
江
流
域
の
大
型
箋
棺
墓
綱
の
よ
う
な
在
地
の
墓
制
は
、
姿
を
消
し
始
め
た
り
変
質
し
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
そ
の
一
方
で
、
石
室
の
細
か
な
構
造
や
副
葬
土
器
の
構
成
に
お
い
て
、
在
地
的
な
も
の
と
考
え
得
る
要
素
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

被
葬
者
は
百
済
中
央
勢
力
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
と
考
え
る
よ
り
は
、
や
は
り
各
地
域
の
地
域
共
同
体
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ

い
。
こ
う
し
た
持
送
り
平
天
井
石
室
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
墓
制
の
出
現
は
、
百
済
中
央
勢
力
の
各
地
域
共
同
体
へ
の
本
格
的
支
配
の
開
始

に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
た
だ
、
持
送
り
平
天
井
石
室
と
一
括
し
た
も
の
の
、
各
地
域
の
石
室
形
態
に
は
か
な
り
の
差
異
点
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
王
都
以
外
の
地
域

の
中
に
も
、
豊
富
な
副
葬
品
を
持
つ
窺
隆
状
天
井
石
室
の
笠
店
里
一
号
墳
を
は
じ
め
と
す
る
古
墳
群
が
あ
る
益
山
地
域
の
よ
う
な
場
合
が
あ
る
。

こ
う
し
た
地
域
ご
と
の
墓
制
の
様
相
の
差
異
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
百
済
中
央
勢
力
と
各
地
域
共
同
体
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
一
様
で

は
な
く
、
百
済
中
央
勢
力
の
地
方
支
配
は
、
こ
の
時
期
で
は
必
ず
し
も
画
一
的
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
百
済
中
央
勢
力
の
墓
綱
の
浸
透
は
、
錦
江
満
期
に
な
り
、
平
潟
天
井
石
室
が
出
現
・
普
及
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
頂
点
を
迎
え
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
数
か
ら
み
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
錦
江
∬
期
で
持
送
り
平
天
井
石
室
を
採
用
し
て
い
た
階
層
程
度
ま
で
は
、
諌
言
天
弁
石
室

を
埋
葬
主
体
と
し
て
採
用
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
錦
江
下
流
域
を
こ
え
た
こ
の
石
室
の
分
布
は
、
全
羅
黒
道
西
南
端
の
長
山
島
に
ま
で

　
　
　
　
　
⑪

広
が
っ
て
い
る
。
平
芝
天
井
石
室
の
中
で
も
、
王
陵
と
そ
れ
以
外
の
古
墳
と
の
差
は
石
室
の
規
模
な
ど
に
表
わ
れ
、
さ
ら
に
石
室
の
構
造
に
よ

96　（96）



朝鮮半島錦江下流域の三国時代墓舗（吉井）

る
序
列
の
存
在
も
先
に
想
定
し
た
。
た
だ
、
錦
江
H
期
で
は
王
陵
に
採
用
さ
れ
た
窺
塵
状
天
井
石
室
の
他
の
古
墳
で
の
使
用
が
限
定
さ
れ
て
い

た
の
に
比
べ
、
こ
の
段
階
で
は
、
王
陵
と
同
系
の
石
室
が
支
配
階
層
に
広
く
普
及
し
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
百
済
中
央
勢
力
が
支
配
階

層
を
画
一
的
に
把
握
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。
地
方
の
平
楽
天
井
石
室
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、
睡
余
遷
都
以
後
確
立
し
た
と
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
る
五
方
制
と
関
連
さ
せ
て
、
地
方
行
政
責
任
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
貴
族
層
、
と
す
る
推
定
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
被
葬
者
に
つ
い
て

は
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
ぽ
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
は
在
地
の
首
長
層
の
系
譜
を
引
く
人
々
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
段
階
で
の
平
斜
天
井
石
室
の
広
範
な
採
用
は
、
百
済
の
国
内
の
支
配
体
制
の
整
備
さ
れ
た
状
況
を
象
徴
的
に
表
わ
し
て
い

る
も
の
と
考
え
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
錦
江
下
流
域
に
お
け
る
墓
制
変
遷
は
、
在
地
の
地
域
共
同
体
に
す
れ
ぼ
、
独
自
の
墓
制
の
喪
失
の
過
程
で
あ
り
、
百
済
中

央
勢
力
に
す
れ
ぼ
、
自
ら
が
持
つ
墓
欄
の
拡
散
の
過
程
と
み
な
せ
る
。
そ
う
し
た
動
向
は
そ
の
他
の
地
域
共
同
体
と
百
済
中
央
勢
力
の
間
に
も

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
百
済
中
央
勢
力
に
よ
る
地
方
支
配
の
あ
り
方
の
変
化
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
高
句
麗
の
攻
撃

に
よ
り
漢
江
下
流
域
を
失
っ
た
百
済
中
央
勢
力
は
、
熊
津
遷
都
後
、
そ
の
目
を
南
方
、
そ
し
て
東
方
の
伽
羅
地
域
に
目
を
向
け
、
国
内
の
官
僚

制
や
地
方
支
配
体
制
を
整
備
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
文
献
の
研
究
で
知
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
以
上
み
た
よ
う
な
墓
制
の
動
向
は
、
こ

う
し
た
歴
史
的
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
　
石
村
洞
古
墳
群
以
外
に
、
現
状
で
漢
江
以
南
で
、
確
実
な
基
壇
式
積
石
塚
が
確

　
認
さ
れ
た
例
は
な
い
。
近
年
宋
山
里
古
墳
群
で
基
壇
状
積
石
遺
構
が
発
見
さ
れ
た

　
（
歩
射
一
第
｝
章
注
⑫
前
掲
文
献
）
が
、
主
体
部
が
存
在
せ
ず
、
報
告
者
の
述
べ

　
る
よ
う
に
、
「
照
隠
、
虚
墓
」
の
よ
う
な
、
埋
葬
の
実
体
の
と
も
な
わ
な
い
も
の

　
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
無
基
壇
式
積
石
塚
の
存
在
は
、
漢
江
上
流
城
を
中
心
に
知

　
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
現
状
で
は
錦
江
下
流
域
ま
で
は
広
が
り
が
確
認
さ
れ
て
い
な

　
い
。
横
穴
式
石
室
で
は
、
朗
報
新
島
洞
古
墳
群
の
石
室
墳
が
、
錦
江
H
期
並
行
期

　
以
前
に
築
造
さ
れ
た
可
能
性
を
残
す
が
、
伴
出
遺
物
が
抵
と
ん
ど
な
く
、
年
代
決

　
定
は
現
状
で
は
難
し
い
。

②
　
全
栄
来
「
任
実
金
城
堅
石
榔
墓
群
」
（
『
全
北
遺
跡
調
査
報
告
』
三
、
一
九
七
四

　
年
）
、
同
『
南
原
月
山
里
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
』
一
九
八
三
年
、
サ
徳
香
・
郭

　
長
根
『
斗
三
里
発
掘
調
査
報
告
書
（
『
全
北
大
学
校
博
物
館
学
術
叢
々
』
二
）
』
一

　
九
八
九
年
。

③
　
こ
の
他
、
清
潔
新
鳳
洞
古
墳
群
は
、
一
基
の
石
室
墳
を
除
き
、
全
て
土
塘
墓
を

　
埋
葬
主
体
と
し
、
副
葬
品
に
武
器
・
馬
具
類
が
多
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま

　
た
、
副
葬
土
器
頚
も
、
大
型
の
把
手
付
鉢
を
億
じ
め
と
す
る
個
有
の
器
種
が
存
在
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す
る
よ
う
で
あ
り
、
資
料
の
増
加
に
よ
っ
て
は
、
独
自
の
墓
制
の
広
が
り
を
清
州

　
周
辺
に
設
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
全
羅
北
道
井
邑
郡
永
元
面
雲
鶴
里

　
古
墳
群
（
全
栄
来
「
井
懸
章
鶴
里
古
墳
群
」
（
『
全
北
遺
跡
調
査
報
告
』
第
三
輯
、

　
一
九
七
四
年
）
は
、
墳
丘
内
に
竪
穴
式
石
室
を
設
け
る
も
の
で
、
調
査
者
で
あ
る

　
全
栄
来
館
は
、
そ
の
墓
制
の
地
域
性
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。

④
　
文
献
研
究
に
よ
り
岡
津
遷
都
以
後
の
百
済
支
配
勢
力
へ
の
新
進
地
方
勢
力
の
進

　
出
の
様
相
を
検
討
し
た
盧
重
圏
氏
は
、
百
済
地
域
の
墓
制
の
地
域
性
の
存
在
を
、

　
有
力
な
地
方
勢
力
の
存
在
を
裏
付
け
る
証
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
膿
重
国
「
首

　
済
王
室
斜
南
遷
斗
支
配
勢
力
潮
変
遷
」
（
『
韓
国
史
論
』
四
、
一
九
七
八
年
）
一

　
二
〇
～
一
二
四
頁
、
岡
『
百
済
政
治
史
研
究
』
、
一
九
八
八
年
。

⑤
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
段
階
の
錦
江
下
流
域
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
出

　
自
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
る
埋
葬
主
体
が
共
存
し
、
か
つ
両
者
の
間
に
階
層
差
が

　
想
定
で
き
る
状
況
は
、
電
解
遷
都
以
前
の
漢
江
下
流
域
で
も
存
在
し
た
と
考
え
ら

　
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
林
永
重
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
江
下
流
域
で
は
、
百
済
の
中
央
勢

　
力
の
墓
制
で
あ
る
積
石
塚
系
墓
制
と
、
土
着
の
馬
韓
系
の
住
民
の
墓
制
で
あ
る
土

　
壌
墓
系
墓
綱
が
階
層
的
な
関
係
を
持
っ
て
共
存
し
、
熊
津
遷
都
後
も
後
者
の
墓
制

　
は
存
続
す
る
と
い
う
（
林
永
珍
「
石
村
洞
～
帯
積
石
塚
系
外
土
城
墓
系
墓
鰯
現

　
性
格
」
（
『
三
佛
金
元
龍
教
授
停
年
退
任
紀
念
論
叢
』
1
考
古
学
篇
、
一
九
八
七
年
）
。

　
林
氏
の
見
通
し
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
熊
津
遷
都
に
よ
る
墓
鱗
の
変
化
は
、
百
済

　
中
央
勢
力
の
墓
制
が
漢
江
下
流
域
か
ら
錦
江
下
流
域
に
移
動
し
、
土
城
墓
系
墓
湖

　
の
か
わ
り
に
、
竪
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
と
す
る
在
地
の
墓
鰯
を
組
み
込
ん
だ
、

　
と
い
う
よ
う
に
説
明
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
墓
制
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
王
都
に
お

　
け
る
百
済
中
央
勢
力
は
、
遷
都
に
よ
り
支
配
の
対
象
が
変
わ
っ
て
も
、
基
本
的
に

　
在
地
勢
力
を
階
層
的
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
そ
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え

　
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑥
　
全
栄
来
「
古
霧
隠
国
里
古
墳
群
」
（
『
全
北
遺
跡
調
査
報
告
』
第
二
輯
、
一
九
七

　
三
年
）
。

⑦
全
栄
来
『
南
原
草
村
里
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
（
『
全
北
遺
跡
調
査
報
告
』
第

　
一
工
輯
）
』
一
九
八
一
年
。

⑧
　
李
栄
文
「
長
城
鈴
泉
里
古
墳
」
（
『
郷
土
文
化
遺
跡
調
査
』
第
二
瞬
、
一
九
八
四

　
年
）
、
同
「
長
城
鈴
泉
里
石
室
墳
発
掘
調
査
略
報
告
」
（
『
郷
土
文
化
』
第
九
輯
、

　
一
九
八
八
年
）
。

⑨
　
徐
聲
勲
・
成
洛
俊
『
海
南
月
蜜
蜂
造
山
古
墳
（
『
光
州
博
物
館
学
術
叢
磐
』
第
四

　
輯
）
』
一
九
八
四
年
。

⑩
欝
原
草
村
璽
古
墳
群
で
は
、
m
二
　
号
墳
の
よ
う
に
、
錦
江
下
流
域
の
持
送
り

　
平
天
井
石
室
と
類
似
し
た
形
態
の
石
室
が
あ
る
一
方
、
m
四
三
号
墳
や
皿
六
〇
号

　
墳
の
よ
う
に
、
玄
室
高
が
低
く
、
竪
穴
式
石
室
に
羨
道
を
つ
け
た
よ
う
な
様
相
を

　
示
す
石
室
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
全
羅
南
道
の
鈴
泉
里
古
墳
・
薄
霧
里
古
墳
に
は

　
杯
が
副
葬
さ
れ
る
が
三
足
杯
は
副
葬
さ
れ
ず
、
そ
の
一
方
で
月
松
里
古
墳
で
は
、

　
栄
山
江
流
域
の
大
型
甕
棺
墓
で
副
葬
に
用
い
ら
れ
て
い
た
醗
が
副
葬
さ
れ
て
い

　
る
。

⑪
金
元
龍
・
任
司
宰
「
道
歌
里
横
穴
式
石
室
古
墳
」
心
心
海
島
岐
考
古
学
禽
東
亜

　
文
化
研
究
叢
書
』
一
）
』
一
九
六
八
年
。

⑫
　
全
栄
来
「
細
鱗
屯
由
里
百
済
式
石
室
墳
」
（
『
全
北
遺
跡
調
査
報
告
』
第
三
輯
、

　
一
九
七
四
年
、
翻
訳
と
し
て
は
新
谷
武
夫
訳
「
韓
紅
全
羅
北
道
鳳
束
屯
山
里
百
済

　
式
石
室
墳
」
（
『
古
文
化
談
叢
』
第
七
集
、
一
九
八
○
年
）
）
、
崔
夢
龍
『
羅
州
大
安

　
里
5
号
百
済
石
室
墳
発
掘
調
査
報
告
』
～
九
七
八
年
、
一
四
～
一
五
頁
、
徐
聲
勲

　
・
成
山
々
噸
玉
茎
郡
溜
南
面
古
墳
群
総
合
調
査
報
告
書
』
（
司
光
州
博
物
館
学
術
叢

　
書
』
第
一
三
冊
、
一
九
八
八
年
）
前
掲
文
献
一
七
七
～
一
八
○
頁
、
な
ど
。
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五
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
土
器
や
王
陵
の
埋
葬
主
体
で
時
間
軸
を
設
定
し
た
上
で
、
錦
江
下
流
域
の
三
国
時
代
の
墓
制
の
変
遷
を
、
三
期
に
分
け

て
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
特
に
、
竪
穴
式
石
室
を
埋
葬
主
体
と
し
、
広
口
長
頸
壷
・
読
響
形
器
台
な
ど
を
副
葬
す
る
錦
江
一
期
の
墓
制
を
、
こ

の
地
域
独
自
の
墓
制
と
評
価
し
、
そ
う
し
た
墓
制
を
有
し
た
地
域
共
同
体
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
熊
津
遷
都
に
伴
う
錦
江
H
期
の
墓
制
の
変
化

を
、
在
地
の
勢
力
が
百
済
中
央
勢
力
に
階
層
的
に
組
み
込
ま
れ
、
再
編
さ
れ
た
結
果
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
錦
江
皿
期
の
平
斜

天
井
石
室
の
普
及
は
、
百
済
中
央
勢
力
の
地
方
の
画
一
的
な
支
配
の
強
化
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
た
。

　
従
来
、
京
畿
道
・
忠
清
道
・
全
羅
道
と
い
う
い
わ
ゆ
る
百
済
地
域
の
墓
制
研
究
は
、
横
穴
式
石
室
に
代
表
さ
れ
る
百
済
中
央
勢
力
の
墓
制
を

追
う
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
最
近
そ
の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
栄
山
江
流
域
の
大
型
甕
棺
墓
制

や
、
今
回
検
討
し
た
錦
江
－
期
の
墓
制
の
よ
う
な
、
在
地
的
な
墓
制
が
認
識
さ
れ
始
め
た
現
状
に
お
い
て
は
、
今
後
そ
れ
ら
の
墓
制
の
動
向
を

も
、
注
目
し
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
資
料
の
増
加
を
待
ち
つ
つ
、
在
地
的
な
墓
制
と
そ
の
背
後
に
想
定
で
き
る
地
域

共
同
体
の
動
向
と
、
百
済
の
中
央
勢
力
の
動
向
と
の
対
比
を
、
小
地
域
ご
と
、
さ
ら
に
は
古
墳
群
レ
ベ
ル
で
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
献

資
料
に
乏
し
い
こ
の
地
域
の
三
国
時
代
史
を
、
よ
り
立
体
的
に
復
元
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
検
討
に
関
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
他
地
域
に
お
け
る
百
済
系
の
横
穴
式
石
室
の
出
現
の
様
相
と
、
そ
の
背
景
で
あ
る
。
最

近
の
伽
耶
地
域
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
六
世
紀
の
前
葉
に
は
笹
書
地
域
に
横
穴
式
石
室
が
出
現
す
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
契
機
に
は
、
や
は
り
百

済
の
熊
野
遷
都
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
横
穴
式
石
室
の
源
流
と
し
て
も
、
百
済
の
横
穴
式
石
室
が
候
補
に
あ
げ
ら
れ

る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
出
現
を
よ
り
具
体
的
に
説
明
す
る
た
め
に
は
、
錦
江
下
流
域
あ
る
い
は
百
済
地
域
内
に
お

け
る
の
墓
制
の
変
遷
と
は
異
な
る
説
明
が
用
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
差
異
は
、
横
穴
式
石
室
の
導
入
に
と
も
な
う
在
地
の

墓
糊
の
変
容
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
評
価
で
き
る
、
と
い
う
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
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ず
本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

挿
図
二
項

謡
曲
　
一
・
2
1
安
承
周
・
李
南
爽
『
論
山
雨
井
里
百
済
古
墳
発
掘
調
査

報
告
書
－
一
九
八
五
年
度
発
掘
調
査
－
』
、
　
一
九
八
八
年
、
3
～
7
一
歩

武
柄
「
連
山
地
方
百
済
土
器
釧
研
究
」
（
『
百
済
研
究
』
第
一
〇
輯
、
一
九

七
九
年
）
。

図
三
　
1
～
7
1
墨
壷
周
・
李
南
爽
『
論
山
表
井
里
百
済
古
墳
発
掘
調
査

報
告
書
一
一
九
入
五
年
度
発
掘
調
査
一
』
、
一
九
八
八
年
。

図
四
　
1
・
2
・
4
～
6
・
8
・
9
一
徐
馨
勲
・
申
悲
母
「
表
割
里
百
済

廃
古
墳
調
査
」
（
『
中
島
』
V
（
『
国
立
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
』
第
一
六
冊
）

一
九
八
四
年
）
、
3
・
7
…
金
三
龍
・
金
善
基
『
益
山
熊
浦
里
百
済
古
墳

群
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
一
九
八
八
年
、
1
0
～
1
7
…
筆
者
実
測
。

図
五
　
1
～
6
1
雰
武
豊
「
連
山
地
方
百
済
土
器
錫
研
究
」
（
『
百
済
研
究
』

第
一
〇
輯
、
一
九
七
九
年
）
、
7
～
1
3
一
小
田
富
士
雄
「
百
済
土
器
窯
調

査
の
成
果
i
全
還
暦
谷
里
窯
肚
の
調
査
に
寄
せ
て
一
」
（
『
古
文
化
談
叢
』

第
一
二
集
、
一
九
八
三
年
）
、
1
4
・
1
5
・
2
0
・
2
1
一
安
承
周
・
李
南
爽
『
連

山
六
富
里
百
済
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
－
一
九
八
六
年
度
発
掘
調
査
1
』
、

一
九
八
八
年
、
1
6
・
！
7
・
1
9
…
歩
武
柄
「
連
山
地
方
百
済
土
器
潮
研
究
」

（『

S
済
研
究
』
第
一
〇
輯
、
一
九
七
九
年
）
、
1
8
1
池
健
吉
「
保
寧
長
蜆

葉
組
済
古
墳
糾
出
土
遺
物
」
（
『
百
済
文
化
』
第
一
一
輯
、
一
九
七
八
年
）
。

図
六
　
1
一
野
守
健
・
神
田
惣
蔵
『
忠
清
皇
道
公
州
宋
山
里
古
墳
調
査
報

告
』
（
『
昭
和
二
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
第
二
冊
、
一
九
三
五
年
）
、
2
・

3
一
軽
部
慈
恩
『
百
済
美
術
』
一
九
四
六
年
、
4
一
有
光
教
一
「
扶
余
憤

山
里
伝
百
済
王
陵
・
益
山
双
陵
」
（
『
綴
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
第
四
、

一
九
七
九
年
）
、
5
一
梅
原
末
治
「
扶
余
陵
山
里
東
古
墳
群
の
調
査
」
（
『
昭

和
一
ご
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
、
一
九
二
〇
年
）
、
6
一
朝
鮮
総
督
府
『
朝

鮮
・
吉
蹟
図
暴
隅
』
鮨
弟
一
二
冊
、
　
一
九
一
六
年
。

図
八
1
一
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
第
三
冊
、
一
九
一
六
年
、

2
一
野
守
健
・
神
田
惣
蔵
『
忠
清
直
道
蘇
州
宋
山
里
古
墳
調
査
報
告
』

（『

ｺ
和
二
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
第
二
冊
、
一
九
三
五
年
）
、
3
・
4
1

軽
部
慈
恩
「
公
州
に
於
け
る
百
済
古
墳
」
（
一
）
～
（
八
）
（
『
考
古
学
雑
誌
』

第
二
三
巻
第
七
号
～
第
二
六
巻
第
四
号
、
　
一
九
三
三
～
一
九
三
六
年
）
、

5
…
歩
武
柄
「
連
山
地
方
百
済
土
器
潮
研
究
」
（
『
百
済
研
究
』
第
一
〇
輯
、

一
九
七
九
年
）
、
6
一
徐
聾
勲
・
申
光
獲
「
表
井
毘
百
済
廃
古
墳
調
査
」

（『

?
島
』
V
（
『
国
立
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
』
第
一
六
冊
）
一
九
八
四

年
）
、
7
・
8
一
文
化
財
研
究
駈
『
益
山
笠
店
里
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
』
、

一
九
八
九
年
。

図
十
1
1
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
第
三
冊
、
一
九
一
六
年
、

2
一
姜
無
季
『
百
済
古
墳
研
究
』
一
九
七
七
年
、
3
～
6
1
安
承
周
・
李

南
爽
『
論
山
六
谷
里
百
済
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
－
一
九
八
六
年
度
発
掘

調
査
1
』
、
　
一
九
八
八
年
、
7
一
有
光
教
一
「
扶
華
中
山
里
伝
百
済
王
陵

・
益
山
皇
陵
」
（
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
第
四
、
一
九
七
九
年
）
。
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謝
辞
　
本
稿
は
一
九
九
〇
年
一
月
に
京
都
大
学
文
学
部
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
も
と
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
修
士
論
文
執
筆
時
よ
り
小
野
山
節

先
生
か
ら
は
、
種
々
の
御
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
資
料
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
全
栄
来
・
金
成
亀
・
崔
鍾
圭
・
徐
五
善
・
握
玉
燥
・
全
斗
錫
・
林
永
珍
・

朴
淳
獲
・
撃
墜
鐸
・
蒲
原
宏
行
の
諸
先
生
・
諸
氏
に
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
覇
鮮
古
代
研
究
会
の
小
原
哲
・
高
正
龍
・

定
森
秀
夫
・
田
中
俊
明
・
中
村
潤
子
・
松
井
忠
春
・
宮
川
禎
一
・
門
田
誠
一
、
そ
し
て
西
谷
正
・
思
潮
・
亀
田
修
一
の
諸
先
生
・
諸
氏
か
ら
種
々
の
御
教
示
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
高
橋
終
講
氏
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
大
学
文
学
部
甑
6
3
古
学
研
究
室
の
諸
兄
に
は
、
常
々
、
多
く
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
末
筆

な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
わ
し
ま
す
。

追
記
　
本
稿
作
成
中
に
曹
永
鉦
「
三
国
時
代
横
穴
式
石
室
墳
潮
系
譜
外
編
年
研
究
1
漢
江
以
南
地
域
音
中
心
。
一
三
」
（
忠
南
大
学
校
大
学
院
碩
士
学
位
論
文
、
一

九
九
〇
年
）
の
存
在
を
定
森
秀
夫
氏
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
漢
江
以
南
地
域
の
横
穴
式
石
室
を
集
成
・
分
類
し
、
石
室
の
壁
構
造
部
位
の
変
遷
を
細
か
に
検
討
し

て
、
横
穴
式
石
室
の
系
譜
と
変
遷
を
検
討
さ
れ
た
労
作
で
あ
り
、
教
え
ら
れ
た
点
も
多
か
っ
た
が
、
時
間
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
石
室
の
年
代
観
等
に
は
相
違
点
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
検
討
は
将
来
稿
を
改
め
て
行
な
う
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
必
丁
志
く
堂
丁
院
生
　
　
丘
ハ
庫
県
加
L

覇鮮半島錦江下流域の三国時代墓欄（吉井）
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Tombs　of　the　Three　Kingdoms　Period

　　　　　　in　the　Kurn　Basin，　Korea

by

YosHii　Hideo

　　Through　the　examination　of　the　changes　in　tombs，　this　article　seeks

to　clarlfy　historical　change　in　the　Kum　basin，　the　location　of　the　capital

of　Paekche　during　the　6th　and　7th　century．　First，　1　analyze　changes　in

the　gray　stonewares　buried　in　tombs，　and　the　tombs　of　the　Paekche

kings．　Then　1　examine　changes　within　the　tombs，　dividing　tliem　into

three　stages．　ln　the　Kumgang　1　stage　（5th　century），　there　are　pit－style

stone　chamber　tombs　where　wide一皿outhed　and　long－necked　jars　and　jar

stands　are　largely　buried．　These　practices　have　characteristics　both　of

Paekche　aRd　of　Kaya，　and　are　recognized　as　the　peculiar　burial　customs

of　this　region．　ln　the　Kumgang　II　stage　（from　the　end　of　the　5th　to

the　middle　of　the　6th　century），a　new　type　o£　tomb　appeared，　rnarked

by　corridor－style　stone　chamber　tombs　and　containing　bowls　and　tripod

bowls．　This　style　originated　in　the’tombs　of　the　Han　basin．　However，

some　elements　from　the　Kumgang　1　stage－pit－style　stone　chambers　and

some　similar　types　of　pottery－are　also　foun（1　in　tombs　of　the　lower

classes．　ln　the　Kumgang　III　stage　（from　the　end　of　the　6th　to　the　middle

of　the　7th　century），the　new　type　of　corridor－style　stone　chamber　tomb

－characterized　by　fiat　and　oblique　ceiling　chambers－which　originated

in　the　tombs　of　Paekche　kiエ1gs，　diffused　over　the　K：um　basin．

　　1　conclude　that　the　changes　in　burial　custo’ms　from　the　Kumgang　I

stage　to　the　Kumgang　II　stage　refiect　the　beginning　of　the　domination

by　the　governing　group　of　Paekche　over　the　people　living　in　the　Kum

basin．　ln　partlcular，　this　reflects　their　move　from　the　Han　basin　to　the

I〈um　basin　around　475．　IMoreover，　the　diffusion　of　the　new　type　of

corridor－style　stone　chamber　tombs　at　Kumgang　III　stage　indicates　the

intensification　of　the　local　dominatlon　by　the　ruling　group　of　Paekche．

The　same　changes　in　tomb　styles　can　also　be　seen　in　other　regions　of

Cholla　province．
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